　「The Thirty-Six Lessons of Vivec」訳本
　「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon One」

　「Vivec三十六説教」第一説教
　北方の者達との戦〔※１〕の以前に、後のChimerである Velothに降り注いだ灰の中より彼は生まれ出でた。最初に、Ayem〔※２〕がNetchimanたち〔※３〕の村を訪れた。彼女の影は＜謀略の王子＞〔Prince of Plots〕のBoethiahのそれであり〔※４〕、未知の事柄も既知の事柄も、星々あるいは星々の伝言のようになるまで彼女の周囲に折り重なっていたであろう。Ayemは一人のNetchimanの妻に会って言った。
　「私は、一神を成す三神の一柱、＜うねり顔の女王＞〔Face-Snaked Queen〕である。汝の内には、一つの観念と七音節の呪文『AYEM AE SEHTI AE VEHK〔※５〕』が在る。それを繰り返し唱えよ、奇跡が起こるまで」

　そう言うと、Ayemは妻を海へと投げ入れて、その海に住むDreughたち〔※６〕は彼女を硝子と珊瑚で出来た城へと連れて行った。そして、彼らは妻にエラとミルクフィンガーを与えて、観念を卵として出産できるように性器を変えてしまった。そこで、彼女は七ヶ月か八ヶ月を過ごした。
次に、そのNetchimanの妻のところにSehtが遣って来て言った。「私は、一神を成す三神の一柱、＜時計仕掛けの国王＞〔Clockwork King〕〔※８〕である。汝の内には、言葉と刀剣〔word and sword〕〔※１０〕という不可視なる知識を持つ、私の兄弟姉妹〔brother-sister〕〔※９〕が在る。それを育て上げよ、Hortator〔※１１〕の訪れるまで」
それから、Sehtが手を伸べると数多のホムンクルスたちが現れ出でて、微光を放って水中に伸びる縄を彼らは伝って行くと、そのNetchimanの妻を地上世界へと引き上げてAzura海岸〔※１２〕の浅瀬へと横たえた。そこで、彼女は七ヶ月か八ヶ月を過ごして、＜Mephala法典＞〔Codes of Mephala〕とVelothの預言〔※１３〕と、それに禁忌のTrinimac説教さえも卵に囁き掛けて、その知識の卵の世話を看ていたのである。
　ある夜に、七人のDaedroth〔※１５〕が彼女の下を訪れて、骨格が在って初めて可能となる新たな動作を彼らの各々が卵に与えた。そのDaedrothたちは、＜このように動作する男爵たち＞〔Barons of Move Like This〕と呼ばれている。それから、小王Fa-Nuit-Henあるいは＜既知の動作を増加させる者＞〔Multiplier of Motions Known〕として知られる、八人目のDaedroth〔※１６〕が遣って来た。そして、Fa-Nuit-Henは言った。
「汝は誰を待っているのか？」
それに対して、Hortatorである、とNetchimanの妻は答えた。
「三ヶ月の以内にIndorilの地〔※１７〕へと行け、何故なら戦が始まるからだ。さて、死して呆然としている戦士たちに私は付き纏うことにしよう。だが、まず、これを汝に見せておこう」
そう言って、男爵たちと小王とは体を組み合わせて一本の柱のようになると、ファイティング・ポーズを取ってクワッと睨み付けながら、卵とその学びつつある観念の前でダンスを披露してみせた。
「見よ、幼きVehkよ。刃に飾り立てられた私の馬車の輝きに潜む顔を見つけ出せ。何故なら、そこに於いて、一切に於いて完全である純なる闘争の道は救済されるからである。その数とは何か？」
その数とは、混ぜものが無い３グラム以下の巣をtibrolの古代樹に作ることの出来る鳥の数であると言われている。しかし、後年、それよりも良い数をVivecは見付けて、この秘密を人々に打ち明けたのである。
　「私は左腕によって世界を滅ぼしたが故に」彼は言うだろう。「しかし、右腕は私に打ち勝ってみせたのだ。もっぱら愛こそ、私の意志に勝るものであるのだ」

　ALMSIVI〔※１８〕で言葉は閉じられる。
　訳注　表記法について。文中の括弧について、「（　）」は原文に在るものを、「〔　〕」は訳者によるものを意味する。「〔※〕」は脚注を意味しており、各々の説教の後に記載しておく。この脚注は、特に断りの無い場合には、サイト「The Imperial Library」の管理人の一人であるQwerty氏のものを訳出したものである。
　※１　この戦は、Nordの第一帝国が建設された当時のものに他ならない。Morrowindに対するNordの征服は、PGE（「The Imperial Library」の内部に在る「The Pocket Guide to The Empire and its environs　帝国とその周辺に関する簡易ガイド」）によれば、「NordとDark Elfとの間に多くの絶望的な争いが続けられていた際の、第一時代に於ける勇ましい衝突の一つ」であった。
　※２　指導者の一人である女神Almalexia。次のコメントを見よ。「Ayem」はElf／Daedraの文字「A」の名前である。Daedraのアルファベットを見よ。死んだ異性：つまり、ちょうどギリシア語の「Γ」の名前が「ガンマ」であるようなものである。
　※３　Netchは、Morrowindに固有の奇怪な生物の一つである。基本的に、Netchたちの姿はガス袋のように空を飛ぶクラゲである。彼らの皮はDunmerによって広く用いられている。Netchimanとは、そのNetchの狩人あるいは皮を商う者であるかも知れない。
　※４　Daedra の王子Boethiahは、指導者の一人である女神Almalexiaの先行者として知られている。
　※５　あるテクストに於いては、「Vehk」は指導者の一人である神Vivecの別名として用いられている。また、Wulfharth王の歌である「Vehkと悪魔」に於いても同様である。加えて、Elf／Daedraの文字「V」（「Vivec」の頭文字）の名前である。
　※６　そう、まさにDaggerfallから遣って来た者達である。
　※７　指導者の一人である神Sotha Sil。次のコメントを見よ。「Seht」はElf／Daedraの文字「S」の名前である。Daedraのアルファベットを見よ。
　※８　Sotha Silについては、次のように言われている。すなわち、彼は「隠された（真鍮製の）時計仕掛けの街によって世界を作り変えるものである」。つまり、VehkはVivecを、Ayem はAlmalexiaを、SehtはSotha Silを意味しているのである。どうやら、これらの名前（Vehk、Ayem、Seht）は、広く受け容れられているものよりも更に古のものであるようだ。
　※９　Vivecに対する、Daedraとしての先行者のMephalaは両性具有者であり、すなわち同時に両方の性を具えているのである。これが肉体的に可能であるか、他の所で尋ねてみなさい。Vivecに於いては、この特性という水中での姿形は残存しているのである。
　※１０　しばしば、Vivecは戦詩人と呼ばれる。
　※１１　Nerevar Indoril。より一般的に言えば、Chimerの支配者。
　※１２　Vvardenfellの南東に位置する海岸。「The Imperial Library」の内部の「Tamriel Maps」の項目に於ける地図を見よ。
　※１３　預言者Velothは、BoethiahとMephalaの力を借りて、Chimer（Dunmerの先祖）によるHigh Elfからの脱出（＜Chimerの脱出＞〔Chimeri Exodus〕）を為させた指導者の一人。
　※１４　TrinimacはAldmerの初期の神であり、彼はDunmerによって憎まれている。Trinimacの教えを投げ捨てることは＜Chimerの脱出＞の一部分であった。より詳しくは、「The Imperial Library」の内部の「Skeleton Man's interview」を見よ。
　※１５　恐らく、三人の先行者と四人の敵対者であろう。
　※１６　ここには、The Elder Scrollsの語り部たちの間に於いて大きな不一致が存在している。「Daedra」は単数名と複数名の両方を意味するとも言われている。また、「Daedra」は複数名に過ぎず、単数名は「Daedroth」であるだろうとも言われている。後者の観点によれば、HircineやSheogorathのようなDaedraの偉大なる王子でさえも、「Daedroth」と呼ばれ得るのである。

※１７　私（Qwerty）の知る限りによれば、これはMorrowind本島に在り、Vvardenfellには無いものである。
　※１８　これが「The Tribunal」を意味するものとして使われている用例を、今まで私（Qwerty）は知るのみであった。恐らく、この文脈では、「アーメン」として使われているのだろう。加えて、「ALMSIVI」は「The Tribunal」を意味するものに他ならない。すなわち、ALMalexia-(sotha)SIl-VIvecである。実に簡単だろう？

「The Imperial Library」（http://til.gamingsource.net/mwbooks/lessons_preface.shtml）
　「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Two」

　「Vivec三十六説教」第二説教

　Vivecの卵を養っていたNetchimanの妻はIndorilの地を目指して旅立った。その道中、数多の魂が妻の下を訪れて、彼女の息子にして娘である、Vvardenfellの来るべき栄光ある不可視なる戦詩人〔warrior-poet〕のVivecに教えを申し出ていった。
　第一の魂は、その彼の両腕をサッと妻の方に伸ばして知識を固く抱き込んでしまった。こうして、Netchimanの妻は＜無数なる奮励＞の内に置かれた。これに歓喜した卵は彼女の中で宙返りをした後に、世界の五隅に向かって御辞儀をしてから言った。
「かく聖なる業を為すは誰しも、休らいの内に誇り高く力の強く在るだろう！」

　第二の魂は非常に冷淡であり余りに分を弁えていなかったので、頭痛の魔法によって追い払われてしまった。
　第三の魂であるAt-Hatoorは、Netchimanの妻が＜皇帝の日傘＞〔Emperor Parasol〕の下で休息を摂っていた折に遣って来た。その魂の衣服は意味の示唆から成っており、三度、その意味の示唆を卵は見て取った。最初にVivecは言った。
「ハッ、ナンセンス！」
次に見てから言った。
「ふむ、あるいは何か在るのかも知れない」

　最後に、At-Hatoorの衣服を横目で一瞥してから言った。
「驚いた、細部の欠けたところから意味を引き出す能力とは！」
「それが箴言である」そう言って、At-Hatoorは立ち去った。
　第四の魂は、第五の魂を引き連れて訪れた。何故なら、彼らは従兄弟であったからだ。彼らは幽霊の手〔※１〕が可能であり、卵の中を調べて核を探り当てた。この点についてVivecは、千切れた半影部を伴う星の形をしているとも、失われた姿形の復活のようであるとも言われている。

「これは私の家族から」第一の従兄弟は言った。「世界の終焉を引き起こす一連の災厄を与えましょう」
「これは私から」第二の従兄弟は言った。「それらの災厄の各々に於いて起こらねばならない、諸々の原始の婚姻を全て与えましょう」
　そこで卵は笑ってみせた。「余りにも幼すぎて持っていられない程に私は貰っている。もっと早くに生まれていなければならなかった」
　それから、第六の魂、日々の始まりに於いて性交・殺人の技術の全てをVelothに授けた＜黒き手＞〔Black Hands〕のMephalaが姿を現した。その燃える心臓はNetchimanの妻の両目を焼き溶かすと、六度、彼女の腹に切り付けて卵を取り出した。しかしながら、卵の観念は、大地が未だ冷たかった古の時代を覗き込むことが出来て、それは盲いてはいなかったのである。
その観念はDaedrothと結び付いて以前の秘密を取ると、世界に掛けられた網が解かれないように少々の秘密を残して立ち去ってしまった。それから、＜黒き手＞のMephalaはNetchimanの妻の中に卵を返して、彼女の傷穴が塞がるまで魔法の息を吹き掛け続けた。だが、Daedrothは彼女に両目を返すことなく言った。
　「神は三つの鍵を持っている。すなわち、誕生の鍵、機械の鍵、それらに挟まれてある言葉の鍵、これらである」

　この説教に於いて、これら三つの鍵の内の一つの、その半分を賢者は見出すであろう。
　ALMSIVIで言葉は閉じられる。
　訳注

　※１　これは、TES3すなわちMorrowindに於ける念動力の魔法のようである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Three」

「Vivec三十六説教」第三説教

　盲目となったNetchimanの妻は、Indoril家の領地に在る洞窟へと道すがら彷徨い込んだ。偶然にも、この洞窟はDwemerの要塞であった。卵を密かに見張っていた彼らは、Netchimanの妻を捕えてしまった。そして、頭頂から爪先まで縛り上げると、彼女を大地の奥底へと投げ入れてしまったのだ。
　誰かの声を彼女は聞いた。「行って彼女の像を作り、それを地上に置き戻せ。何故なら、我々が持っているもの、それと同種のものを彼女は持っており、そして、それをVelothは切望するだろうからである。彼女が遠く離れないよう注意せよ」

　暗闇の中で巨大なナイフの群れが自分を切り開こうとしている、それをNetchimanの妻は感じていた。それが用を成さないと、Dwemerは硬い音を使った。それが用を成さないと、非常な熱を与えるために持って来た。それらは何れも用を成さずに、Vivecの卵は彼女の中で安全であった。
　一人のDwemerが言った。「どれも上手くいかない。立ち去ろう、これを誤解していたに違いない」
　この母親が恐れているのを感じたVivecは彼女を慰めた。
「火は私のものである、汝を焼かせるままにしておけ

秘密の扉を作れ

寝室の祭壇の傍らに

Boet-hi-Ahの家に

そこで我々は安全で

そうして世話を看たのである」
　この古い祈りの文句は彼女を微笑ませて深い眠りへと誘ったが、角の在る球を手に手に携えて戻って来たDwemerのatronach〔※１〕たちによって、彼女は細切れにされて目を覚ますことも無く安らかに死んでしまった。Vivecは子宮から取り出されて、更なる研究のために魔法のグラスへ入れられた。捕獲者たちを困惑させたことに、彼の本質は愛へと集中するものであったが、その感情をDwemerたちは全く知らなかったのだ。
　卵は言った。
「愛は、気分や不倫の素材であるだけではない。そこから関係が長年の激憤を引き起こすような、そこから残念ながら束縛が作り出されるような、そのような生の素材でもあるのだ。そして、愛し合うもの同士にしか分からない、愛情と結び付けられた一つの謎であり、何時までも心から立ち去ろうとはしてくれないものであるのだ。また、しばしば、言葉に拠る／言葉に拠らない率直な遣り取りの素材であり、その遣り取りに於いて時に遂には、壊されることも解かれることも出来ない頑丈な結合を生み出す様々な真の愛情へと変じ得るものであるのだ。このような基本的形式に於いて、関係に由来する全活力に対して約十三の隙間風を愛は吹かせるものであるのだ。社会全体に於ける愛の役割と価値は、それらは議論を呼ぶものであるだろう」

　これらの言葉にDwemerたちは困惑してしまい、自身の力の象徴の背後へと身を隠そうとした。彼らはatronachを送り遣って、この洞窟から卵の観念を取り除くと、それをVivecの母親から作った像の中へと押し入れたのである。
　一人のDwemerが言った。「我々Dwemerは、Velothの持つこれを切望するのみである。彼らは我々の宿命となるだろう、これと既知の八世界NIRN、LHKAN、RKHET、THENDR、KYNRT、AKHAT、MHARA、JHUNAL〔※２〕に於いて」
　宿命に対する秘密が、この説教に語られてあるのである。
　ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　ここでは、この言葉は、Daggerfallの意味に於いて用いられているだろう。すなわち、ゴーレムのようであり、人間の形をしている人工物であり、静止的素材で作られ魔法によって動かされるような、atronachである。
　※２　恐らく、ここで作者が言及しているのは、Cyrodiilの神殿に在る＜八神＞〔Eight Divines〕であろう。しかし、この作者は誤っている。そこには、NirnもLorkhanも無いのである。言及されているRKHETとTHENDRが誰であるか確実ではないけれど、恐らく、ArkayとStendarrであろう。神殿の文書によれば、Jhunalは、結局のところCyrodiilのJulianosへと進化したNordの古い神である。ところで、我々に知られる正統の＜八神＞は、第一時代の奴隷女王Alessiaの代に至るまで正統として認められていなかったのである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Four」

「Vivec三十六説教」第四説教

　Vivecの卵が運び込まれたNetchimanの妻の像は、Indorilの地を求める途上に立ち戻った。その道中、更に数多の魂が妻の下を訪れて、彼女の息子にして娘である、Vvardenfellの来るべき栄光ある不可視なる戦詩人のVivecに教えを申し出ていった。
　＜偶然一致ギルドの唱道者たち＞〔Lobbyists for the Coincidence Guild〕と呼ばれる魂の一群が姿を現した。直ちに、その挑戦を理解してVivecは言った。
　「神という支配的観念は偶然の出来事を殺害する」

　唱道者たちの名も忘れられた頭目は偶然一致という概念の擁護を試みた。彼は言った。「〔もしも偶然一致という概念を想定しないならば、例えば、〕同時に何か言い掛けることは不思議な事柄となるだろう」
　自身の神性を保持するためには偶然に対して強力な議論を展開せねばならない、それをVivecは分かっていた。
「上手くいくような一致する状況と異質の要素に関する不意の新発見の瞬間〔同時に何か言い掛けることのように、無関係の出来事が一定の秩序の内に組み合わされていることを不意に見出すような瞬間〕に於いて、偶然一致は不可欠の存在ではない。実際のところ、それは偶然一致であるのか。シンクロニシティーは、最も低いレベルに於ける、反復された偶然一致から出て来るものである。より多くの試行を繰り返すならば、『シンクロニシティーは偶然以上の何かに導かれるものである』という思想に人を導くものは、それは偶然一致の本当の数の力に過ぎないと判明するのである。それ故に、結局のところ、シンクロニシティーは偶然一致という概念を無効にするのである。たとえシンクロニシティーが、偶然一致を表面上に現せる兆候の徴であるとしても〔Vivecのような神的存在に由来する必然的シンクロニシティーは、決して実在しない偶然一致を実在するように見せかけるけれど、実際には必然的シンクロニシティーのみが存在するのである〕」
こうして、Velothの地に於いて偶然一致は破壊されたのである。
　そして、大地に横たわっていた＜古なる骨＞〔Old Bone〕が、Netchimanの妻の像の前に立ち上がって言った。「もしも貴方が世界の君臨王〔ruling king〕として生を享けたならば、その世界と新たな言葉を混同せねばならない。よく考えさせて欲しい」
　「非常によろしい」Vivecは言った。「私が神秘と愛とを分かち合う、そのような世界を汝に語ろう。彼女の力の源泉とは誰か？　彼女が舞台の袖から登場する華麗なる様を見たことが在るか？　打ち明ければ、私は軽率にも蝋燭を失ってしまっていた。何故なら、それら蝋燭は虚偽の側に在るからである。そして、百と三つの温かさの切れ端から出来た影の端に手を通して、それから証明を残すことは無かったのである」

　その言葉を聞いた＜古なる骨＞は二十回も自分の体を折り合わせて、そうしてミルクとそっくりになったものをVivecは飲み干して、こうして彼は世界の君臨王となったのである。
　最後に＜厳密性の長官＞〔Chancellor of Exactitude〕が姿を見せた。彼は何処から見ても完璧であった。直ちに、その挑戦を理解してVivecは言った。

　「確実性とは、パズルボックスを捏ね回す論理学者、魅惑的な白肌を見せつける婦女子、彼らが自分たちの時間の中に匿おうとしているものである。私は、不確実性に於いて記された一文字である」
　その長官は一礼をすると、五十通りの完璧な笑みを一度に向けてみせた。そして、ローブから宇宙の天体観測儀を引っ張り出すと、それを半分に割って両方ともにVivecの卵の観念へと手渡した。
　Vivecは笑って言った。「そうだ、私は知っている。感覚という奴隷の働き手たちは南北極の氷のように我侭であり、他人が幸福であると見做すような人生に活力が費やされる時に、その我侭は悪化するのである。世界の君臨王となるために、耐えられ得ない以上に苦痛を被り、天体観測儀でも羅針盤でも測り得ない事柄の軽重を測らねばならないだろう」
　ALMSIVIで言葉は閉じられる。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Five」

「Vivec三十六説教」第五説教

　Netchimanの妻の像は、遂に壊れ掛かってきた。それはDwemerたちが急ごしらえで作り上げたものであり、その上にRed Mountainの灰はその像の黄金色の腱による歩みを緩やかにしたのだ。膝まで灰に埋もれる前に、Indorilへと通ずる道の傍で野営を行うことにした。その八十日の後に、後のAlmalexiaであるVelothの首都へと向かう隊商に発見されたのである。
　前世では人々と交わることの全く無く静寂を保っていたVivecは、この隊商のChimerに対しても、その像は壊れており中には何も無いと考えさせたのである。
　隊商を警護していたChimerの戦士の一人が言った。「これを見ろ。相も変わらずDwemerが我々を馬鹿にしようと、連中の金属の肉体でもって、我々にソックリの像を拵えたに違いない。首都に持って行って、我らが母なるAyem様〔※１〕に見せるべきだ。きっと、この像から敵に対する新たな戦術を思い付いて下さるだろう」

　しかし、隊商の長は言った。「それだけの労力に見合う報酬が為されるか疑わしい。Noormocに逗留して、そこの＜Dagonの赤き妻たち＞〔Red Wives of Dagon〕に売り付けるべきだ。彼女たちならば、＜深き人々＞〔Deep Folk〕による不思議な品々にも充分な対価を支払ってくれるだろう」
　しかし、預言に長けた知恵ある別のChimerは、その像の内に在る動揺を見透かしていた。「貴方がたが最高の富を成すのを手助けするために、そのために私は雇われたのではなかったか。ならば言おう、戦士の言に従って、この像をAyem様の下へと運ぶべきである。何故なら、これは敵の手に成るものであるけれど、ここには聖なる存在が宿っている、あるいは既に宿っていたからである」

　そう言われて、じっと隊商の長はNetchimanの妻の像に見入っていた。しかし、普段から預言者の忠告を気に留めてきた彼であったが、Noormocで手に入るであろう儲け以上のことを考えることが出来なくなっていたのである。彼の頭を占めていたのは、＜赤き妻たち＞の報酬の姿形であった。それは、諸々の月の下の他には何処にも知られていないような、四角のある良く傷ついた＜腹の魔法＞〔belly-magic〕であった。彼の欲望は母なるAyemを否定して、隊商の行路をNoormocへと変更させたのである。
　隊商が再び動き出す前に、さきほど首都に進むことを提案していたChimerの戦士は、隊商の長の前に自分の金を投げ出して言った。「私が像の分の金を支払おう。だから、この言葉を聞くが良い。北方の毛むくじゃらの連中〔※２〕との戦争が迫っている。連中とは別の敵〔※３〕と戦っている間に、私の母なるAyem様を不利に置いておきたくはないのである」
　「Nerevar」隊商の長は言った。「これでは足りない。私もまた三位一体〔冗談めかした物言い。この場合には、肉体・精神・神々に対する忠誠の三位一体であろう〕だが、肉体の道を進んで更なる益を求めたいのだ」
　これ以上に沈黙を守っていられなくなったVivecは、Nerevarの頭の中にこのような言葉を送った。
「この言葉が聞こえている、ならば走り去れ
来たれ、Hortator、神秘を明らかにせん

昨日に眠るまで身を静かに

溶けいく石に哀歌を歌うこと勿れ」

　そして、Nerevarは隊商の長を殺して隊商を自分のものとした。
　ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　これは、Vivecより以前に、Almalexiaが力を取り戻していたことを意味する。

　※２　もちろん、Nordである。
　※３　思うに、この「別の敵」とはDwemerである。Vivecは、以前から、ある種の敵意を持っていたのであろう。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Six」

「Vivec三十六説教」第六説教

　汝はVivecの第六説教を発見した。それは、Hortatorの隣に訪れた言葉の中に隠されて在った。
　それ自身の内なる幾星霜もが、解きほぐされて世界の最初の文章となる。
MephalaとAzuraは一対を成す伝説の門であり、Boethiahは秘められた焔である。
　未だVelothには見出され得ないライオンによって太陽は喰われてしまうことだろう。
　六者とは、人々の仮定によって着られる衣装と衣類である。
　全ての他人が敵として汝を混乱させるにも関わらず、最も単純な条件に於いてのみ推移する。
　六者とは暴力によって天空へと至る教義であり、これらの言葉によって汝が学ぶところの一つである。
　父なる存在は、一つの機械であり、一つの機械の口である。彼に於ける唯一の神秘は、更に精巧とする挑戦である。
　母なる存在は、nix-houndの如く躍動的にして爪を具えている。しかし、日々を再生させる者達の内で彼女は最も神聖である。
　息子は私自身Vehkであり、三と六と九と、そして来たれる残りのものに至る者であり、栄光と憐憫に溢れ、分け隔て無く、この世界と他の世界に於ける如何なる完全の存在よりも最上であり、刀剣と象徴であり、黄金のように淡く輝いている者である。
　第四番目の類の哲学とは、不信の他に何も用いようとはしないものである。
　刀剣によって私は賢明を表すが故に。
　言葉によって私は死者を表すが故に。
　私はVehkである、私は汝とRed Mountainの守護者である、3333と数字の打たれる日々の終焉まで。
　私の下なる存在は、我々が自身をAltmerから取り去るべき野蛮である。
　私の上なる存在は、焔と神の本質の内に浸される挑戦である。

　以前に汝の名前を生んだ予言者とは異なって、汝は私を通じて望まれる者である。
　六者とは、神秘から、仇敵へと教師へと歩んでいくものである。
　BoethiahとAzuraは宇宙の筋道の原理であり、生み出す者であり創り出す者である。そして、Mephalaは芸術と技術の形式を創りし者である。
　刀剣によって私は最初の夜を表すが故に。
　言葉によって私は死者を表すが故に。
　真実に唱えられる時に、汝の名前に於いて光輝が宿るだろう。
　六者とは、Velothの守護者であり、以前には三者であったものだ。そして、彼らは再び生まれて、汝が英雄たるに相応しい才覚を具えるまで吟味を為すものである。
　汝は眠れる世界を守らねばならない。
　刀剣によって私は二重の本性を表すが故に。

　言葉によって私は野獣の生命を表すが故に。
　刀剣によって私は溜息から始められることを表すが故に。
　言葉によって私は狼から始められることを表すが故に。
　ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Seven」

「Vivec三十六説教」第七説教

　今やNerevarの隊商はVelothの首都へと、後のAlmalexiaへと進路を定めていたが、そこにOblivion界からの声高な不平不満が聞こえてきた。＜ならず者たちの公爵＞〔Duke of Scamps〕は＜災厄家＞〔House of Troubles〕へと彷徨い出でると、そのドアに貼られた、彼に挨拶を伝える聖書の一節の前で立ち止まって、Mehrunes Dagonの主要なdomo〔意味不明〕と出会うまでそうしていた。
　＜ならず者たちの公爵＞は言った。「穢れし水と火の主Dagon公に私は召喚され、七つの軍団の軍旗を携えてきたのだ」

　穢れし水と火の泡から成る頭を持つ主要なdomoは、その頭の中に＜ならず者たちの公爵＞の頭を閉じ込めるように深々と御辞儀をしてみせた。
　彼は一つ目の軍旗を見た。それは、少なくとも二度は死ぬことが可能であるような戦士たちの軍団を指揮するものであった。
　彼は二つ目の軍旗を見た。それは、翼のある雄牛とそれらに跨る色彩の皇帝の軍団を指揮するものであった。
　彼は三つ目の軍旗を見た。それは、逆転したゴーゴン〔蛇の頭と石化させる視線を持つ怪物。エキドナ・メデューサと三姉妹を成す〕、すなわち人面の鱗を持つ巨大な蛇の軍団を指揮するものであった。
　彼は四つ目の軍旗を見た。それは、裏切られた恋人たちの軍団を指揮するものであった。
　彼は五つ目の軍旗を見た。それは、犠牲者に飛び掛かろうとして跳ね回る傷害の軍団を指揮するものであった。
　彼は六つ目の軍旗を見た。それは、奪われた惑星の軍団を指揮するものであった。
　彼は七つ目の軍旗を見た。それは、鎧われて勝ち誇っている動作の軍団を指揮するものであった。
　そうして、主要なdomoは言った。「Kh-Utta公よ、お前の力は、Nerevarや三位一体の途を突き崩すには不充分である。Hortatorに目を光らせて、彼が妻に与える智慧を見ておれ」
　彼らは中心世界を覗き込んで見た。
　稲妻の束が蒸発して

　赤なる戦とキチン質の人々は

　運命付けられて
　更に彼を我々の途上から追い遣って

　我々が欲するところの熱は

　さあ、まだ彼らが憶えているよう祈れ

　衣装と距離
　今や我々に見られる黄金なる東方の悦ばしき
　戦乱と復興の代わりに
　忘れ去られた断裂の
　Hortatorに掛けられし呪詛

　彼の手には更に二つ

　そして、＜ならず者たちの公爵＞は、Hortatorの手の上で力ある言葉「GHARTOK PADHOME GHARTOK PADHOME」が卵に書き込まれているのを見た。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Eight」

「Vivec三十六説教」第八説教

　やがてNerevarとVivecは首都が見えるところまで差し掛かり、彼らに手出しをするべき時ではないと＜厄災家＞の＜四頂点＞〔Four Corners〕は分かっていた。隊商の音楽家たちは入場に際して素晴らしい歌声を響かせて、そして＜悲嘆の避難所＞〔Mourning Hold〕〔後代のMournholdであろう〕に在る十一の門は大きく開かれていった。
　Ayemは夫のような存在を連れていた。それは、永遠に移ろい行く女の必要に応えて揺れ動く観念であった。今は忘れ去られたギルド＜叫声＞〔Shouts〕が彼女の周囲に集っており、彼らは人々の気まぐれを繋ぎ止めていた。何故なら、実際には依然として、Velothは概して心から善良であったからである。しばしば＜叫声＞は口論に陥ってSehtの手を煩わせることも在るけれど、彼らはAyemと国家とに対する助言者であったのである。今やIndoril家の旗に着飾っているNerevarの下へと、彼女は近付いていった。彼はAyemに、Netchimanの妻の像と、その中に入っているVivecの卵とを贈った。
　AyemはNerevarに言った。「AzuraであるSehtは啓示を受けた。戦が近付いていることの、Hortatorが解決の途を示してくれることの」
　Nerevarは言った。「我々の敵であるDwemer、連中の謀略を警告するために私は旅を続けてきました。しかし、道中、私は多くを学んで心変わりをしたのです。私の傍に見えるNetchimanの妻は、これは剣であり象徴であり、そして内に預言者を孕んでいるのです。それは私に教えたのです、暫らくは彼のように在って、従来の敵に目を覆われている民衆として、Dwemerの機械を臆面も無く使用せねばならないと」

　そこで、Vivecは大声で言った。「汝、Boethiahよ、私の女王であるVelothの罪過を清めるために、汝はTrinimacの肌を身に纏ったものである。そして、それは繰り返されねばならない。これこそ、栄光の道を歩むことである」
　鉄の蒸気が集まった雲からSehtが姿を現して、彼の配下たちは自身の血でもって一脚の椅子を拵えた。彼はAyemの隣に腰掛けて、支配の復活に目を遣った。
　Vivecは、彼自身の＜三位一体の神＞〔Triune〕に言った。
「私の執り成す儀式と試練、それらに於けるリズムの全て
私の肌の露呈という動機の他に用を成さない」
　Ayemは言った。「AYEM AE SEHTI AE VEHK。我々は救済される、我々は統一された。＜黒き手＞の金剛石は明らかとされる」
　Sehtは言った。「そうして彼が歩んで行くところには何処でも、そこには不可視の聖書が存在する」

　そこへ不意に、＜叫声＞は静かな朗読を始める。
　そこで、Vivecは卵から体と顔を現して、彼の母親の像と合一を果たしたのである。その像とは、＜星の損なわれし東方＞〔star-wounded East〕〔※１〕に於ける技術の粋を凝らして、水の下・火の中・金属の中・灰の中に六度も投じられて金メッキと合金が為されたものである。こうして、彼は、雌雄の合一体・魔術的両性具有者・戦争の原理・言語上に於ける性の死・全ての中心世界に於ける唯一者となったのである。
彼は言った。「さて、Hortatorの手を取って戦乱と戦渦の中へと誘おう。雷鳴の中で我々は差異化されるのであるから。これこそ、我々の運命であるのだ」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　Red Mountainのクレーターは、時々、＜星の傷＞〔Star Wound〕と呼ばれる。そのため、＜星の損なわれし東方＞はMorrowindを意味するものである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Nine」

「Vivec三十六説教」第九説教

　かくして北方の者達との戦は始まり、そこでVivecは、Dwemerたちとの機動性を具えて一筋縄ではいかない同盟にHortatorを誘い入れた。極寒の西方に棲む極めて凶悪なる悪魔の首領たちは、下記に述べられる、五匹の不浄なる存在であった。
＜泥の口＞〔Mouth of Mud〕HOAGA〔※１〕は髭に覆われた国王の姿であり、＜統率＞〔Marshalling〕と大地を吸い込む能力を有している。この悪魔は戦場に在っては、しばしば傍観を決め込んで貪欲に土を喰らっている。彼の兵士たちが命を落とすと、その死体をHOAGAは先程の土で満たしてしまう。すると、たとえ動作は緩慢になったとしても、彼らは再び立ち上がって戦いを始めるのである。彼は＜秘密の名前＞〔Secret Name〕としてFenjaを持っており、追い払われる前にChimerたちの十七の村と二つの砦を破壊したのである。
　＜駆ける空腹＞〔Running Hunger〕CHEMUAは騎馬に跨り顔を兜で覆った兵士の姿であり、＜竦み上がらせる怒号＞〔Heart Roaring〕と大気汚染の能力を有している。彼はChimerの英雄であるDres Khizumet-eを喰らって、その魂をHortatorの下に暗殺者として送り返したのである。ときどき＜一等に下等なる存在＞〔First Blighter〕と呼ばれることもあり、大気中の雲に腹痛を起こさせてVelothに降る雨を胆汁に変えてしまう。VivecとHortatorとに成敗される前に、Chimerたちの六つの村を破壊したのである。
　＜二枚舌＞〔Two-Tongued〕BHAGは髭に覆われた国王の姿であり、＜保証＞〔Surety〕と＜変形＞〔Form Change〕の能力を有している。彼の配下は数こそ少ないものの、西方の内陸地域に於いては暴虐の限りを尽くして多数のVelothの罠猟師や斥候を殺害したのである。Vivecとの激しい論争の末に彼は倒れ伏した。何故なら、その戦詩人は独りで、二人の北方の人々が同時に喋ることを理解できたからである。その議論の間には、ALMSIVIは姿を不可視としていなければならなかったけれど。
　＜飛行機のメイド＞〔Maid of Planes〕BARFOKは強打に覆われた槍を持つ有翼人の姿であり、＜終末＞〔Event Denouement〕の能力を有している。Barfokとの戦闘は、常に彼女の勝利に終わるだろう。何故なら、彼女の歌唱が勝敗を決定できるからである。彼女の決定的強制力によって、Chimerの四つの村とDwemerの二つ以上の砦が破壊された。Velothを廃墟と化するような歌唱を妨げるために、Vivecは彼のミルクフィンガーを彼女の口に詰め込まねばならなかったのである。
　＜北方の竜＞〔Dragon of the North〕YSMIRは常に髭に覆われた国王の姿であり、無数の反復する能力を有している。彼は残忍で邪悪であり、侵略者の首領たちの中では最も物静かであった。彼が口を開けば、村々は浮き上がって海へと投げ出されてしまったけれど。Hortatorは素手で戦いに臨んで、その竜の強力な喉から血が滴り出るまで吼え声を掴んで放さなかった。この吼え声はVivecに渡されて、それを彼は黒檀製の蓄音機に押し入れると、Ysmirの顔と耳のところで聴かせてやった。そうして、竜は気が狂って追い払われてしまったのである。
　「出現と追放は一切を引き連れてくる。次に私が述べることは、記録しておくには不愉快だろう。HERMA-MORA-ALTADOON! AE ALTADOON!」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　Hoag Merkillerと呼ばれるNordの国王は、他の箇所でも言及されている。例えば、PGEに於いて。他のNordの国王の名前については、Ysmirを除いて私（Qwerty）は知らない。
　※２　「Ysmir」は「北方の竜」を意味している。これは、Nordの国王Wulfharthの仇名であった。第二時代の後期に於いては、Nordの間では、これはTiber Septimの仇名でもあった。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Ten」

「Vivec三十六説教」第十説教

　汝はVivecの第十説教を発見した。それは、Hortatorに対する戦禍の中で訪れた言葉に隠されて在った。
　引き起こす者〔evoker〕は自分の空っぽで開かれた腕を拾い上げてみせるだろう、自分には武器は必要ないのであると示すために。出現は常に隠されてある、そのため、引き起こす者は常に不可視である、良くとも、敵の肌を身に着けている。

「王国の目蓋は三十六の稿本を満たすだろう。しかし、その目は世界を読むだろう」これによって、Hortatorは理解するために私を必要とする。
　剣は我慢ならない署名である。死体の上に契約書を書くこと勿れ。
Boet-hi-ahの以下の言葉を忘れぬよう、VivecはHortatorに言うものである。
我々は貴方に、＜機構を作りし者＞〔Frame-maker〕Scarabに誓約する。すなわち、我々は世界に於いて貴方を愛する、我々は土から成る外套を愛用する。貴方が見ることさえしていなかった時に、貴方の先祖によって裏切られる。Hoary Magnusと彼の敢然たる見解は、控え目に述べられた、常に満足される程に価値の在る計略を揺り動かすことは出来ない。塔の短い季節、荒廃した赦免、これは何か。貴方の目蓋の下に燃える炎の他に何であるのか。
Trinimacの喰らえる者たちに告ぐ。汝ら、その皮を取り換えよ。傷付けるように声の調子を合わせよ。汝ら、諸々のHouseに於いて敵のように分割せよ、そして、敵である＜災厄家＞の＜頂点たち＞〔Corners〕のように所定の連続の内に再び中心から法律を置け、そして、汝ら自身を木材あるいは泥の薄板あるいは薄く広げられた樹液として見よ。それから、分割してはならない。何故なら、SITHISITの大股歩きは敵の突進よりも素早いからに他ならない。そして、彼は屋根板のために全体を切断するだろう。
雷鳴の中で我々は差異化されるのであるから。SITHISITは、停滞と怠慢の奴隷たちに抗して建てられた、全ての正統なるHouseの始まりである。偽なる地図のように不完全な偏愛を止めよ。こうして動き動け。硝子と雨のためにシクシクと泣く隅に残された、その偽なる父母たちに抗して急げ。汝らが八つの永久なる不完全の内に在ったように、何でもない停滞それ自体は単に何も求めないのである。
　VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。SITHISITは依然として活動していることを理解せよ。VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。空の青く光る鏡に於いて。VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。熱中して微笑みながら。VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。断続的に充分の希望を。VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。全ての事柄に答えるために。VivecはHortatorに告げる、自身の言葉を忘れぬようにと。
まだ問われていない。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Eleven」

「Vivec三十六説教」第十一説教

　ALMSIVIと勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治の下でChimerとDwemerが暮らしていた当時、それはResdayniaの日々であった。宇宙やその他の事物を形成するためにVelothの神々が引き上げるならば、ときどきHortatorは困惑してしまうだろう。そこで、Vivecは常に彼に対して助言を与えてきたのである。これは、諸王を統治するための三説教、その第一のものである。
「『世界を目覚めさせることは、夢の記憶喪失である。如何なるモティーフも致命的に傷付けられ得る。ひとたび殺傷されるならば、主題は未来の追憶の構造と化する。汝の力を乱用することも、人々が汝を堕落させることも在ってはならない。あたかも反抗的な娘たちのように、人々は汝の下を立ち去るだろう。人々は美徳を失うだろう。人々は道を見失い憤慨して、遂には愚行の種を受胎するだろう。間もなく、汝は破れた国家の祖父となるだろう。汝は罵られるだろう。自身が実際には水であるのだと思い出した石のようにバラバラとなるだろう。
『必要にもされず美しくもないような家に何も置いてあってはならない。
『汝が直面すべき試練は、制限の世界によって妨害されない。星々の輝きはAyemの領土である。海の横暴はSehtの領土である。私は中天を統治する。その他の一切は大地であり、汝の現世的命令の下に置かれる。心臓の骨を除いて、折られ得るような骨は存在しない。汝の人生に於いて、二度、それを見ることだろう。初めに汝に可能であることを為せ、そして残りを我々に為さしめよ。
『中心の真なる象徴的意味は存しない。Sharmat〔※１〕は、それが存することを信じるだろう。神聖なる位置に着くことによって、彼は自身が繁茂の年月を生み出せると感じているのである。もしも本当に、誰も国家を立ち去ったり、少しも不和を引き起こしたり出来ないならば。
『象徴と不毛の地に関する、もう一つの真相が存する。呪詛を掛けられ悪魔と化した正統の王子は、遂には、十全な心を以って崇拝されるだろう。＜Mephala法典＞によれば、充分な時間を与えられた人々の持つ畏敬の念から、ただ複雑な執着点をのみ消し去るような公式の技術は在り得ないのである。これは他方を秘匿する秘義である。個人に関係しない生存は、国王を統治する方法ではない。民衆の技術を採用せよ、それを結び付けよ。そうして、その技術を私は秘密裏に台無しにさせよう。

『自身に匹敵するような他の統治者を迎え入れる君臨王は何も統治しない。

『これこそ、武器の秘義である。すなわち、それは慈悲の台座である。
『これこそ、言語の秘義である。すなわち、それは不動である。
『統治する国王は頭頂より爪先に至るまで光り輝く焔に鎧われている。彼は自身の引き受ける振る舞いの各々によって救済される。彼の死は、世界を目覚めさせることに立ち戻るような図形に過ぎない。二番目の方法によって彼は眠る。Sharmatは彼に倍するものであり、それ故に、自身は何も統治しないのではないかと汝は訝しむ。
『HortatorとSharmat、一と一、十一、それは粗野な数字である。彼らの何れが、より重要であるのか。彼らが位置を取り換えたかどうか、今までに知ることが出来たであろうか。私には可能である。かくして、汝は私を必要とするだろう。
『＜Mephala法典＞によれば、理論家〔theorist〕とテロリスト〔terrorist〕の間に差異は存しない。最も希われる欲望でさえ、彼らの手の内には姿を見せない。これは、Mephalaが黒き手の持主であるからだ。汝の両方に一切の論議を与えよ。隻腕の王は治癒を見出さない。汝が神に歩み寄る時には、しかしながら、汝の両方を切り捨てよ。神は理論を必要としない、彼は頭頂より爪先に至るまで恐怖に鎧われている」

ALMSIVIで言葉は閉じられる。
　訳注　Qwerty：＜第一議会＞〔First Council〕が力を増大させていく歴史の中で、どれだけ、この説教が略式的であり虚飾であるかに注意せよ。まず、Nerevarは、VivecをMournholdの街に連れて来た単純な戦士である。次に、説明も無しに、NerevarはHortatorとなって戦に勝利する。最後に、唐突に、「ALMSIVIと勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治」が現れるのである。
　※１　ここでは明白でないけれど、「Sharmat」という言葉は、これらの説教が後にDagoth-Urのために絶えず用いているものである。恐らく、単なる憶測に過ぎないのだけれど、「Sharmat」は、サタンあるいはShaitan〔意味不明〕 のように、Chimerの神秘思想に於ける或る種の邪悪な存在を意味するものであるだろう。そして、「Sharmat」は、ここでは、その「或る種の邪悪な存在」の意味で用いられている言葉であり、後に、Dagoth-Urに対する罵倒の言葉として定着しているのである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twelve」

「Vivec三十六説教」第十二説教

　諸王の統治に関する第一の説教について思案を巡らしながら＜悲嘆の避難所＞を散策していたHortatorは、そこでAyemが一組の恋人と共に居る〔※１〕のを見て取った。Sehtは、再び自身を分割した。そして、その外見の似ている彼らの下にVivecは跳び込んで行ったが、今までに知らなかった秘密を得ることは無かった。数人の自分自身を残して、彼は有意義な旅に出向いていったのである。
　それから、VivecはVelothの首都を出立すると、灰の中へと遠く彷徨って行った。その不毛の地に於ける期間を、彼は自身の偉大なる姿形〔giant-form〕を修養することに費やした。腰が地中の深きに埋まってしまわないように、さして濃密ではない物質へと自身の足を作り変えた。ここに於いて、＜災厄家＞に於ける＜第一の頂点＞〔First Corner〕であるMolag Bal王子は、その姿を現したのである。

　＜陵辱王＞〔king of Rape〕を見て取って、Vivecは言った。

　「汝は何と美しいことだろう。しかし、我々の仲間とはならない」
　そこで、Molag Balは戦詩人の不死ならざる足を破壊すると、それを軍団によって切り裂かせた。Vivecを捕えんとする網のような焔が＜始まりの場所＞〔Beginning Place〕から吹き付けて、その為すがままに彼はしていた。
　「もしも私と婚姻を結ぶつもりならば」と彼は言った。「式典を開いてもらいたいものだ」
　そこで、彼の足を掴んだ軍団が再び召喚されると、祝宴を開催するように命じられた。ザクロの木は不毛の地より生え出でて天幕が張られた。Velothの神秘主義者たちの一群が遣って来て、大地の上の切断された足の一節を朗読して、聖典が涙に濡れるほどにヒッソリと泣いた。
　「そうであるならば、我々は簡潔に愛し合わねばならない」Vivecは言った。「より重要な事柄についてHortatorを教え導く必要が在る。何故なら、Dwemerの高位の司祭たちが問題を引き起こすからである。一時間、私の頭を汝の自由にしよう」
　Molag Balは立ち上がると、自身の価値を見せ付けるように六本の腕を広げてみせた。それらは誘惑とその逆転のルーンに飾られていた。それらは長大な世界に対する注釈付きの暦に飾られていた。彼が話し始めると、一対の怪物が外に零れ落ちた。
「何処に行かねばならないのか」彼は言った。
　「教えよう」Vivecは言った。「私は大地の国王の教師となる積もりである。AE ALTADOON GHARTOK PADHOME」

　この魔法の言葉に、＜陵辱王＞は「CHIM」の言葉を、王家の隠された一語を付け加えた。
　そのDaedrothからVivecは必要としていたものを手に入れて、そして、その日に彼らは婚姻を結んだのである。BalがVivecの頭を自由にしていた一時間の内に、その＜陵辱王＞は愛の証明を求めた。
　そのためにVivecは二つの詩を詠ってみせたが、それは最初のものしか知られていない。

　どれだけの硝子によって汝の髪が形作られているか、それは私には定かではない
　確かであるのは、海々が持ち合わねばならない、その二倍に上ること
　愛しい人よ、これは決して虚構ではない、真実を告げんとする人々に書かれたような
　私の口は嘘に長けていて、その弁解も滑らかに出でるだろう
VivecとMolag Balによる息子と娘の数は数千にも上った。最強の者の名前は力の糸である。すなわち、GULGA MOR JIL HYAET AE HOOMである。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　他の所で、NerevarはAlmalexiaの「六番目の死すべき夫」であったと言われている。そして、第八説教の記述である、Almalexiaの「永遠に移ろい行く女の必要」に注意せよ。すなわち、Ayemは、その人生に於いて、ほとんど男を欠かさなかったということである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirteen」

「Vivec三十六説教」第十三説教

　ALMSIVIと勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治の下でChimerとDwemerが暮らしていた当時、それはResdayniaの日々であった。宇宙やその他の事物を形成するためにVelothの神々が引き上げるならば、ときどきHortatorは困惑してしまうだろう。そこで、Vivecは常に彼に対して助言を与えてきたのである。これは、諸王を統治するための三説教、その第二のものである。

　「『王家の隠された一語は、これである。すなわち、（これを汝は何処かで習得せねばならない）〔※１〕。

『現世の神話は人間である。
　『魔術的十字架は、魂を犠牲にするような死すべき人間たちに於ける価値の統合である。三角形に取り囲まれて、汝は三位一体の家系を見ることになる。それは諸々の頂点に、我々の同志によって統治される＜四頂点＞に分かたれることになる。すなわち、BAL DAGON MALAC SHEOGである。三角形を回転させよ、さすれば、邪悪な嘘、時間を掛けても反駁できない〔irrefutable-for-a-span〕ような契約である、＜始まりの場所＞の中心へと深く分け入るだろう。それらを越えて、全ては唯一人のみが立てるような地平線である。いまだ、そこに誰も立っていないが。それは、新しくあることの証左である。それは、賢くあることの契約である。全てを開き放て、さすれば、私の領土ではない、しかし必ずしも完全に私の審判の外にはない星が汝の手中に収まる。壮大なる計画が着手される。すなわち、それは単なる星ではなく厄介者に変形されるのである。中心は在り続けられない。それは全てを欠いているように、そのため一個の器であるようになる。これは、結局のところ、その星の有用性である。これは、その星の契約である。
　『剣は十字架であり、ALMSIVIは、その十字架を取り囲む三位一体の家系である。もしも終極が存するならば、私は取り去らわれねばならない。君臨王は、これを知っていなければならない。そして、私は彼を試験するだろう。これを彼が知るまで、私は繰り返し彼を殺害するだろう。私は最後と最後の防衛者である。私を取り去ることは、在り続けられない中心に於いて休眠させられている心を再充填することである。私は剣である、星なるAyemである、世界の変形を従わせるような機構なるSehtである。我々は、譲歩が黒き海に満たされないようにする義務を負っているのである。
　『Sharmatは中心に於いて眠る〔※２〕。その中心が取り去られることを、言及という世界を見ることに彼は我慢ならない。これは、偽なる酔夢者の愚行である。これは夢の、あるいは力の、あるいは妨害という記憶喪失である。これは弱々しい魔術であり、憎悪に於いて辛辣である。
　『かくして、剣に対する秘義は慈悲の台座である、そのように私は言うのである。それは私の王座である。私はALMSIVIの声となるのである。私の姉妹や兄弟よりも、世界は私を知っているだろう。私は壮麗なる精神である。私はVelothの雑草を刈り取る者である。Velothは在り続けられない中心である。Ayemは謀略である。Sehtは終極である。私は取り去らわれねばならない秘義である。かくして、私の言葉は反抗に鎧われているのである。
　『君臨王は、私に対立して私の前に立つことになるだろう。彼は私の懲罰から学ぶことになるだろう。私は彼を知るために印を付けるだろう〔※３〕。彼は男あるいは女として訪れるだろう。私は、彼が習得せねばならない姿形である。
　『自身に匹敵するような他の統治者を迎え入れる君臨王は何も統治しないが故に」
　これは、Vivecが十全ではない時に、Hortatorに告げたものである。

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　第八説教〔第十二説教の誤りであろう〕のことである。王家の隠された一語とは「CHIM」である。
　※２　もしも、これが、「Sharmat」がDagoth-Urを指示している二番目の事例であると想定するならば、＜Red Mountainの戦＞〔Battle of Red Mountain〕の後の長年に亘る状況を正確に描写しているものである。
※３　恐らく、ここでは、Morag Tongのビジネス用語が使われている。印、殺害の印である。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Fourteen」

「Vivec三十六説教」第十四説教

　頭の失われたままに、八十と八日の間、VivecはMolag Balと共に在った。その間に、王子は戦詩人の足を元に戻すと、そこにDaedraの血を満たした。こうして、Vivecの偉大なる姿形は、良き大地に対して永遠に無害のままとなったのである。集まった息子や娘が果物までも充分に食べられるように、＜ザクロの祝宴＞〔Pomegranate Banquet〕は死体から多数の魂を引き戻した。
　その祝宴の最中に＜ならず者たちの公爵＞が訪れて、そこでMolag Balは憤怒を伴う七つの軍旗を認めた。＜陵辱王＞にとって、骨を折ることに残りの時間を費やすことが不可避となった。彼の軍団とKh-Uttaのそれは戦端を開いたけれど、Molag Balの子供たちとVivecは力と姿形に於いて非常に精巧であった。
　それ故に、＜ならず者たちの公爵＞は、彼自身の子供たちと同様に劣勢となった。Molag Balは彼らに言った。「汝らは、虚言者・犬・狼頭の女の子供である」それ以来、彼らを召喚しても無益となったのである。
　遂に聖なる存在が帰還した。Vehk、智慧を携えて黄金色に輝く者である。体により見出された頭は丁重に用いられることになった。彼がMolag Balにこれを告げると、次のように＜このように動作する男爵たち＞に感謝すべきであると言われた。「如何にして恍惚を洗練すればよいか、いまだ学ばねばならないために。私の愛は、偶然にも槍の形を取るのである」
　そして、僅かばかりのAyemの慈悲を持っているVivecは、腹の魔法によってMolag Balを教えることに取り掛かった。彼らは自身の槍を取り出して、それらを見比べた。初心者に対して破滅を充分に与えられるように、VivecはMolag Balに対する新たな言葉に咬み付いた。いまだに秘密裏に修練を積む人々も在るけれど、それ以来これは禁じられた儀式となった。何故なら、Velothたち、悪魔たち、そして全てを眺めている怪物たちが、彼ら自身の槍を取り出したからである。あまりにも咬み過ぎたために、大地は湿ってしまった。そして、これがMolag Balの最後の笑い声であった。
　「未来永劫に亘って二度と在り得ない程に、甚大なる力によって重々しく大地が引き裂かれるのを見よ！」
　そうして、婚姻の場であった不毛の大地はバラバラとなり火の手が上がった。それを見守っている内に、不快の一言に尽きる集団が遣って来た。咬む者たち〔原文のbiterは「欺くもの」をも意味する〕から生まれた彼らは、Velothの地を横切りRed Mountainの麓にまで行って暴れ狂うばかりであった。
　しかし、＜陵辱王＞から咬み切った秘密によって、Vivecは槍を更なる恐ろしいものに作り変えた。そうして、彼はMolag Balを咬む者たちの裂け目の中へと転ばせて、「もう再び美しい＜陵辱王＞のことを考えまい」と永遠に誓ったのである。
　Vivecは静かに涙を零しながら、その新しい残忍な槍で以って周囲のものを皆殺しにした。その槍に彼は＜乳を搾るもの＞〔Milk Taker〕MUATRAと名付けて、Chimerの神秘主義者たちでさえVivecの憤激に気付いていた。そうしてVivecに打ちのめされたものは全て、不毛の地となり、骨へと萎んでいってしまった。その骨から出来た道は星々の読むべき一節であり、それ以来、天空が子供たちを知ることは無かったのである。咬む者たちの全てを、その子供たちの全てを、彼は＜九つの穴＞〔Nine Apertures〕によって一人ずつ狩り倒していった。そして、その咬む者たちの内の賢明なる者は自身の子供を未だMuatraから隠してあった。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Fifteen」

「Vivec三十六説教」第十五説教

　ALMSIVIと勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治の下でChimerとDwemerが暮らしていた当時、それはResdayniaの日々であった。宇宙やその他の事物を形成するためにVelothの神々が引き上げるならば、ときどきHortatorは困惑してしまうだろう。そこで、Vivecは常に彼に対して助言を与えてきたのである。これは、諸王を統治するための三説教、その第三のものである。
「君臨王は彼の作り手である私を取り去るだろう。これは何れの子供も通る道である。彼の最も強大である敵は、偽なる酔夢者のSharmatである。Hortator、汝あるいは彼は屋根板である。偽なる道を歩くことに気を付けよ。善意の罪に気を付けよ。彼の言葉に気を付けよ」
　私はSharmatである
　私は音色よりも古き者である

　私は灯明を伝える者である

　私は星を伝える者である

　私は古の海を伝える者である

　汝の眠りにて私を見るだろう
　中心にて踊りながら
　それは希望をくじかない

　それは私の家である

　私は星を置く

　世界の口の中へと

　それを殺すために
　塔門に涙を落とせ
　私の盲いた魚は
　泳ぐ、新しき
　フロギストンの中を

　塔門に涙を落とせ
　私の聾唖の月は
　歌い燃えて

　そして私を周回する

　私は音色よりも古き者である

私は灯明を伝える者である

　私は星を伝える者である

　私は古の海を伝える者である
「汝は幾度も訪れるけれど、たった独りで彼を打ち倒すことが出来る。これを私が認めるかどうか、それは私の智恵に掛かっている。剣を置いて彼の根城へと向かえ、これらの力ある言葉と共に。すなわち、AE GHARTOK PADHOME （CHIM） AE ALTADOON。さもなければ、そのように為すな。現世の神話は人間である。暴力によって天空へと至れ。これは、私が汝に与える魔法である。汝の統治するだろう世界は断続的な希望に過ぎず、汝は不確実性によって書かれた文字に相違ないのである」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

訳注　Sharmatの詩に登場するフロギストンは、物質の燃焼より発生すると考えられた物質である。しかし、実際には燃焼後の物質の質量は低下するため、フロギストンの存在は反証されることになった。Qwerty：この説教では明白に、TES3すなわちMorrowindで知られるようなDagoth-Urについて述べられている。夢での予見、疫病〔blight〕、そして、NerevarのみがDagoth-Urを打ち倒すことが可能であるという思想。また、この文書全体が何故に歴史的に語られてきたナンセンスの一部であるのかについて、この説教の存在と内容とは私に主たる議論を提起するものである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Sixteen」

「Vivec三十六説教」第十六説教

　学んだ説教と格闘しながら、Hortatorは＜悲嘆の避難所＞を彷徨っていた。その頭の中の言葉たちは捉えどころの無いものであった。それらを常に率直に把握していることは不可能であり、これが危険であることに彼は気付き得なかった。彼の主君にして主人、Velothの観念という栄光であるVivecを探し巡り、＜誤謬の寺院＞〔Temple of False Thinking〕の全ての場に於いて彼を見出した。そこでは、時計仕掛けの大鋏〔宿命の象徴〕がVivecの髪を刈り取っていた。乞食王は機織を持って来ると、成年期と死とから成る不完全な地図という髪を拵えていた。
　Nerevarは言った。「御前、こうするのは何故でしょうか」

　Vivecは言った。「火のための部屋を作るからである」

　そこで、Hortatorは感付いた。来るべき新たな力の故ではないけれどVivecは憂鬱であるのだ、と。黄金なる戦詩人は、彼の＜水の顔＞〔 Water Face〕を同様に巧く扱っていた。生まれる前から、Dreughたちより習得していたのである。
　Nerevarは言った。「これは、貴方から火を遠ざけるものであるのですか」
　Vivecは言った。「これは、真実を以って見られるようにするものである。ここ、＜誤謬＞〔False Thinking〕の家に在るPadhomeの祭壇という場は、私が自身の秘義を越えて見られるようにするものである。＜水の顔＞は嘘を吐けない。ものを考えるのには、ましてや嘘を吐くのには余りに性急であるような海から、それは遣って来る。動いている水は、震えている真実に似ているものである」

　Nerevarは言った。「私は、自分の思考が杜撰となることを恐れています」

　Vivecは言った。「それならば、暴力によって天空へと至れ」

　そして、自身の心を静めるために、Hortatorは＜戦の棚＞〔Fight Racks〕から斧を選び出した。それに名前を付けて、彼は第一の月へと至った。
　そこで、Nerevarは＜クレーター議会＞〔Parliament of Craters〕に迎えられた。彼らはNerevarのことを称号によって知っており、その訪問に酷く腹を立てていた。何故なら、彼は大地の君臨王となる予定の者であり、ここは月の領土であったからである。罠に掛けようと、彼らは隊列を組んで彼を取り囲んだ。
　「月は王冠も王錫も認めない」彼らは言った。「月下の王国の代表者も、そしてライオンも蛇も数学者も認めない。我々は、移住して来て古の国民となった者たちの墓である。我々は女王も王座も求めない。貴方の外見は明白に太陽的である、言わば剽窃されたアイディアの図書館である。我々は涙でも悲しみでもない。我々の革命は、書かれることによって成功した。貴方はHortatorであり、ここで歓迎されることは無いのである」
　かくして、Nerevarは息も切れるまでに墓の幽霊たちを刻むと、もう議会が新しい法律を作れないようにしてしまった。
　彼は言った。「私は死すべき奴隷ではない」
　僅かばかりの議会のメンバーが、Hortatorの攻撃を生き延びていた。
　その生き残ったクレーターは言った。「窃盗は真新しいものではない。全ては独りでに起こるものである。このモティーフは決して英雄の神話からは連想されない、というものではない。貴方は創造的な衝動によって行為しなかった。すなわち、貴方は運命の重荷の下に落ちたのである。我々は墓であるが、しかし棺ではない。その違いを知るがよい。貴方は更に掘っただけであり、そこに住むべき幽霊を与えなかった。貴方の主張の中核を成すものは、それは儚い出来事の支配である。大地に裁かれることは、思慮の王座に座することである。我々を更に傷付けてみよ、さすれば無益ではあるけれど我々の死の不在を見出すことだろう」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Seventeen」

「Vivec三十六説教」第十七説教

　「私は煙の地図である」
　こうして、Vivecは以前にも増して偉大となった。AMLSIVI〔※１〕と勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治の下でChimerとDwemerが暮らしていた当時、それはResdayniaの日々であった。
　「努力なしに私を求めよ。何故なら、私は数多の姿を有しているからである」

　依然として、Hortatorは斧によって天上を征服せんと試みていた。Magnusの力により彼は太陽の図書館から投げ出された。Deshaan Plainの沼の外れに在る地虫の野に於いて、Vivecは彼を発見した。暫らく、彼らは沈黙の内に連れ添って歩いた。何故なら、Nerevarは自身を卑下しており、Vivecは未だ自身の手中に慈悲の念を収めていたからである。まもなく、東方の海を越えて、二人は蛇と雪の悪魔との住む大地〔※２〕に行き着いた。VivecはHortatorに対して、異国の言葉による戦の方法を示そうとした。Tsaesciの国王の枕元に在る本から、彼らは言葉の書法を習得した。それは、この頁に於ける洞察のように形作られてあった。少なくとも三度の復讐を西方に対して果たすと、そのTsaesciの蛇たちは誓約した。更に歩んで行った彼らは、地図の端に在る、スパイクの打たれた水〔※３〕を見付けた。ここで、限界の精霊は彼らにスポーク〔自転車の車輪の中心部分から放射線状に伸びている鉄線〕を贈ると、車輪の残りを見出すように命じた。
　Hortatorは言った。「世界の端は諸々の剣から成っている」その言葉をVivecは訂正した。「それら諸々の剣は、底に在る世界の歯の列である」
　彼らは北方の＜古代の森＞〔Elder Wood〕〔※４〕に向かったが、そこでは髭を生やした氷付けの王の他には何も見付からなかった。彼らは、黒人たちの住む西方〔※５〕を訪れた。一年間、彼らは黒人の剣聖たち〔※６〕の下で学び、その一方で僅かばかりの報酬としてVivecは美徳を彼らに説いた。Vivecは王を妻に選び出して、結局のところ西方を完全に破壊してしまう怪物の集団を創り出した。
　将軍に対してVivecは言った。「あたかも眠っているかのように、我々は為しても話してもならない」

　南方に於いて習得すべき事柄は在るのかとNerevarは訝しがったが、しかしVivecは沈黙の内に彼をRed Mountainへと連れ戻すだけであった。「ここである」Vivecは言った。「これが最後の最後である。この内部にSharmatは待ち構えている」

　しかし、彼らは二人共に、いまだSharmatと戦うべき機は熟していないと分かっていた。そのために、二人は互いに戦闘へ入ることにした。Velothの全存在が分かるように、こうしてVivecはHortatorに印を付けたのである。AyemすなわちAzuraの祝福により、彼は自身の傷に封を施した。戦いの終わりに、更に七つのスポーク〔※８〕を集めていたことにHortatorは気付いた。それらを組み合わせて彼は一本の杖を拵えようとしたけれど、それを制してVivecは言った。「それを為すべき時ではない」Nerevarは言った。「何処で、これらを私は発見したのでしょうか」
　Vivecは言った。それらを我々は世界中から集めていたのである、あるものは不可視となっていたけれど、と。「私は車輪である」そう彼は言って、そのように姿を取ってみせた。中心の空虚が余りにも長く在り続けない内に、そこにNerevarはスポークを置いたのである。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　タイプミスであろう。

　※２　Akavir。
　※３　非常に驚くべきことに、これはメタファーではないのである。TESAすなわちRedguardでは、カメラがメモリー内の世界地図の端まで達する時には、３Ｄエンジンは奇妙な存在の映像を作り上げるのである。「スパイクの打たれた水」とは、これを的確に描写する言葉である。
　※４　Nordの古の故郷であるAtmora。PGEのSkyrimの項目を見よ。
　※５　Redguardの故郷であるYokuda。PGEのHammerfellの項目を見よ
　※６　＜剣の歌い手たち＞〔Sword Singers〕としても知られている。Daggerfallの書物に於ける「Redguardの歴史と英雄たち」〔“Redguards, their history and heroes”〕を見よ。
　※７　結局のところ、Yokuda大陸は水中に没してしまった。数個の島々が点在しているのみである。TESAすなわちRedguardで提供されるTamriel西方の地図に於いて、そのYokudaは容易に見て取れる。これは、初めて信用に足るVivecの言葉である。
　※８　ひょっとしたら、これは、TESすなわちArenaのストーリーラインの中核を担う＜混沌の杖＞に言及するものかも知れない。その七つの破片は世界中に、Cyrodiilを除いた各州に一つずつ発見されるのである。あるいは、誤っているかも知れないが。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Eighteen」

「Vivec三十六説教」第十八説教

　いまやVivecは、Dwemerとの戦の以前に教えられる限りの全てをHortatorに教えたと感じていた。ここで戦詩人は、彼の＜時の書＞〔Book of Hours〕に取り掛からねばならないことを決意した。何故なら、時代と共に世界は歪曲せんとしていたからである。
　＜悲嘆の避難所＞を訪れたVivecは、これからMuatraを逃れた九匹の魔物との戦いに向かうことをAyemに告げた。
　「私は戻ってこよう」彼は言った。「Dwemerの偉大なる建築家〔※１〕に最後の一撃を加えるために」

　Ayemは言った。「その魔物たちは強大であるけれど、九匹の内の八匹しか見つからないだろう。その最後の一匹は、＜時の書＞を創ろうとする貴方の決心によって既に打ち砕かれてしまっている」

　Ayemが彼自身のことを言っているのだとVivecは理解した。
　「どうして」彼女は尋ねた。「貴方は疑っているのだろうか」
　Vivecは分かっていた。その疑念が三位一体の剣を彼に生み出すことを、そして自分が恥も恐怖も感じていないことを。その代わりに、このように彼は説明した。
　「＜不可視の門＞〔Invisible Gate〕の成員は、非常に旧態依然で在り得るのか。すなわち、まさに世界情勢の普及の故に、その成員の後継者が、精確な原型の改善というよりは寧ろ、深刻に必要とされている関連の在る原型で在り得る程に〔非常に旧態依然で在り得るのか〕。＜母親＞〔Mother〕として、貴女の心配する必要は無い。Sehtでさえも理解できない程に、未来の物事が奇妙にならない限りは。＜死刑執行人＞〔Executioner〕も＜愚者＞〔Fool〕も心配する必要は無い。しかし、その何れでも私はない」
　「たとえ表現の仕方が変わるとしても、これらの理想は決して変わらないだろう。しかし、西方に於いてさえも＜雨を降らすもの＞〔Rainmaker〕は消え去る。もはや、誰も彼を必要としていない」

　「理想に従って模範が示される故にではなく、永久に移ろい行く無意識にして冗長なる礼拝と〔模範が〕結び付けられているが故に、人は模範を追放できるのか」
　これは、Vivecが十全である時に、Ayemに対して言われた事柄である。賢者は、これを誤解しないだろう。
　Ayemは言った。「これこそ、雌雄の合一体・魔術的両性具有者・戦争の原理・言語上に於ける性の死・全ての中心世界に於ける唯一者となるために、貴方がnetchimanの妻から産まれて、はらわたを抜かれて＜星の損なわれし東方＞の技術の粋を凝らして水の下・火の中・金属の中・灰の中に六度も投じられて混合されたような、そのような母親の像と合一するように運命づけられていた理由であるのだ」
　そして、どうして自分が＜時の書＞を記録するのだろうか、その理由をVivecは分かっていた。
　この説教は禁じられている。
　この世界と他の世界に於いて、より小さな存在（勝利者）であるEIGHTEENは、天空に至るために暴力によって投擲された魔法の円盤である。
　この説教は真理ではない。
ALMSIVIで世界は閉じられる。

　訳注

　※１　＜音色の建築家＞〔Tonal Architect〕を意味している。単なる機械工に対する偉大な称号である。何れにせよ、これは、ほとんどKagrenacに言及するものであるようだ。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Nineteen」

「Vivec三十六説教」第十九説教

　自分の鎧を着けたVivecは、死すべき相互作用と情報に満たされた非空間的な空間・既知なる各々の心を描くキャンバスの少ない地図作成・神の火花に類似するものを作り出す出来事に足を踏み入れた。彼は言った。「ここから、八匹の魔物に対する攻撃に取り掛かろう」
　それから、星の中心から蛾が舞って来るのをVivecは見た。それは、Red Mountainの灰よりも不快である粉塵を身に纏っていた。君臨王の同等ならざる双頭を彼は見た。宝石に擦り付けられた八匹の不完全なるもの、それの身に着ける拘束具にも見える王冠。その王冠が双頭王のための一対の王冠となるだろうことを、それを彼は理解していた。そして、双頭王の口に流れ込む川となるだろうことを。何故なら、彼は大衆を含んでいるからである。それから、＜秘密の扉の中心＞〔Center of the Secret Door〕に位置する＜仮住まい＞〔Provisional House〕を建てた。ここから、彼は訪れる年月を眺めることが出来た。その＜仮住まい＞について、次のように書かれてある。
　一人が一本の指を持つような礎石　
それの下に埋められて、それを通じて指し示す
泥、緩やかに低く地面の中へと
北は言い当てられ得ない
そして、それは未だ魂の焔である
　二人が一個の舌を持つような礎石

そして、埃さえもお喋り好きで在り得る

聞け、されば汝は愛を知るだろう

古代の図書館は必要としている
　三人が僅かの糸を持つような礎石

汝の好む色に形作られた

それをそこに誰が残したか乙女は覚えている

しかし、それを掘り出すことを彼女は恐れている

そして、それが何と結び付けられているか知れ
　四人が九体の骨を持つような礎石
黒猫から慎重に取り去られた

この言葉の流儀に於いて調えられた

我々を敵から守っている
　いま汝の家は安全である。

　さて、それは何故であろうか――。
　いま汝の家は安全である。

　さて、それは何故であろうか――。

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty」

「Vivec三十六説教」第二十説教

　第一の魔物は、実際には二匹であった。彼の父母親であるVivecのように、二度、産まれたのであった。彼はMuatraを逃れた八匹の内で最強ではなかったけれど、その行動は最も厄介なものであった。彼は＜月の心棒＞〔Moon Axle〕として知られており、残留物である本性の弱点を刈り入れていた。先述のように、これを二度に亘って彼は行っていたが、第二の収穫は常に破滅あるいは不文律を齎していた。彼の面相は多面体のようであった。
　＜月の心棒＞を探し出すことに危険は無いと言われていたが、彼には槍に対する耐性が具わっていると知られていた。そのため、Vivecは、彼にとって不利とならない剣を用いざるを得なかった。その魔物と事を構える前に、戦詩人は尋ねた。
　「如何にして、槍に対する耐性を具えたのか」

　それに対して＜月の心棒＞は答えた。「私の耐性は二重の本性である、変幻自在である。どれも長過ぎはしないが、実際には、私は多数の直線から成っている。こうして、全ての真なる線分〔幾何学の定義によれば、線分は特定の長さに限定される線。恐らく、この線分は槍の暗喩〕を無視することを習得したのである」

　幸運なことに不利とならない剣は湾曲しており、それ故に＜月の心棒＞に切り込むことが可能であった。そして、太陽の昇る前に、彼は多数の傷から血を流していた。Vivecは、彼を完全に殺すことはしなかった。何故なら、そうすることは、本性の弱点を彼の中に留めておいて、元の場所に戻さないことであるからだ。すぐさま再びVivecは地理を調べていたが、＜月の心棒＞は殺される用意を済ませていた。
　見るからに恐ろしそうな偉大なる姿形で以って、Vivecは立ち上がった。西方に手を伸ばすと、渓谷を引き抜いて角笛のように手に持った。東方に手を伸ばすと、手に一杯のnix-houndを平らげた。その渓谷によってnix-houndたちの魂を吹き飛ばすと、未解決の女の如き悲痛に泣き叫ぶ声が生まれた。彼は言った。「これによって汝を急襲しよう」そして、盗まれた魂の湾曲によって、＜月の心棒＞は急襲された。その魂たちは魔物を樹脂のように自分の身に巻き付けて、そうして遂に彼も彼の二重の本性も身動きできなくなってしまった。
　Vivecは言った。「いまや、汝は解決された」そして、Muatraによって彼の子供を貫いた。＜月の心棒＞は何やら動こうともせずに縮んでいくと、そうして粉々になってしまった。
　＜月の心棒＞の直線はVelothの哲学者たちによって回収されると、諸々の洞窟に収められた。そこで、一年間、それら息子の直線を如何にして神秘の車輪を構成するスポークに変換すればよいのか、それをVivecは哲学者たちに教えていた。これが、第一の＜回転学派＞〔Whirling School〕の誕生であった。その以前には、炎に関する表面的な思想が在るに過ぎなかった。
　彼ら最初の回転学徒たちを眺めてVivecは言った。

「『同様に、多層的な卵である宇宙は、三つの遠い適用範囲に於けるこの病的な所有物であり、遭難している魂であり、そして生きているものである。ちょうど私の名前が生きているように。この修道院生活を通じて、汝らは、非常に目の粗い剣のように高く積まれた道を歩いて行く者を見出した。舌から血を流さないように囁かねばならない程に、それは非常に鋭いものである。そこでは、長く留まり過ぎた帝国のように、その記号は従来の意味から立ち退くのである。
　『剣は政治家からの離反である。
　『見よ、私の息子の立派な線を、こうして作られている星の業〔star-wise〕を、中心から等距離である彼の四肢を。そのように私の為すが故に、彼は解決されるのであるか。第二の段階は在り得ない。考えよ、私の存在が五個の要素を普及させるような理論について、同様に、私が非常な晦渋の理由となるような多層的な卵である宇宙について。ここには、荷馬車の心棒を破壊できる思想が存在する。すなわち、ここには、飛翔できる思想もまた存在するのである」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-One」

「Vivec三十六説教」第二十一説教

　車輪の聖典。
　第一に、

　「いまだ時の法則によって固定化されるように、諸々のスポークは混沌を構成する八個の部品である。静的変化、言うなれば、トカゲの神が＜一撃＞〔Striking〕として言及する何物かである。すなわち、爬虫類の車輪、ぐるぐる巻きの可能性、非行為に対する永久の序言である」

　第二に、

　「それらは、Aedraの貸与された骨、SITHISITに対する八個の贈物である四肢、我々の故郷である新星の湿った大地である。それらの外なる者はAurbisであり、それらの内なる者ではない。最も不条理なる事物のように、それは一個の円である。諸々の円は諸々の混乱する蛇であり、何度も襲うけれども、決して噛み付くようにはされていない。Aedraは異なるように汝らに信じ込ませるだろうが、彼らは虚言者である以前に贈与者である。虚言は、彼らを咬む者たちに変えてしまった。彼らの歯は改宗させるものである。改宗とは、自身を虚偽の口の中に置くことである。沈静でさえも、飲み込まれてしまうものである」

　第三に、

　「賢者は世界によって食べられない」

　第四に、

　「贈物である四肢の間に位置する空間は十六の数に達しており、それらは＜悪魔の領土＞〔Demon Princedoms〕の注目すべき姿である。それは鍵であり錠であり、一連のものでありマンティコア〔老人の頭・蠍の尾・蝙蝠の羽を持つ獅子。古代ペルシア語の「人喰い」を語源とするように、非常に人肉を好む〕である」

　第五に、

　「横に権威を見よ、さすれば、汝の目に入るものは全て、そこから我々の先祖が偶像を作り出したような塔である。その中心を見よ、さすれば、汝の目に入るものは全て、生まれた穴、第二の蛇、そして＜正当なる到達＞〔Right Reaching〕のために準備された子宮であり、魔法なしに精確である」
　第六に、

　「第二の蛇の心臓は、三角形である秘密の門を掴んでいる」

　第七に、

　「横に三角形である秘密の門を見よ、さすれば、汝は秘密の門を見るだろう」

　第八に、

　「塔の内なる秘密の塔は、ただ私という神の名の姿であるに過ぎない」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Two」

「Vivec三十六説教」第二十二説教

　そして、Vivecは第一の＜回転学派＞を去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜森の宝剣＞〔Treasure Wood Sword〕と呼ばれる第二の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。＜ザクロの祝宴＞の年内に、それはVelothの下流階級に対して学ぶべき歌曲となった。彼ら下流階級の人々は、その力について次のように説いている。
　「＜森の宝剣＞、それは高貴にして栄光、微細なる欠片である！　それを巧みに用いる者は、自身を更に知ることだろう！」

　戦詩人は＜Mora家＞〔House Mora〕に在る先祖のアルコーブ〔壁の一部を引っ込めて作った部屋〕に訪問者として姿を見せた。その＜Mora家＞には、北方の悪魔たちとの戦に於いて英雄であった、バラを纏う花冠の王子が在籍していた。Vivecは骨を用いて召集を掛けた。彼は言った。
　「ゴミ漁りをするような人物は、絹のサッシュ〔肩や腰に着ける飾り帯〕を身に着けることが出来ない、彼の前任者の偉大なる機構を発見することが期待できない。すなわち、完全なる幸福は、サメザメと涙を流すことによってのみ抱擁されるものである。私の婚姻に関する不毛なるものを（非常に気前よく）返せ、さすれば、神の思考領域から汝らを取り除くことは無いだろう。汝らの家系は、私の姉妹であるAyemの寵愛する卓越せる魔女を擁している。そして、彼女の晦渋なる智慧のみから、私は謙遜して問おう」

　一匹のbone-walkerが壁から姿を現した。それは下顎に三個の宝石を置いており、それは古の魔術的儀式であった。一個は真珠であり、真珠の色である。そのbone-walkerは中空の王子に会釈して言った。
　「＜森の宝剣＞は我々の家を去らないだろう。売買契約は、偉大なる影である＜黒き手＞なるMephalaによって為されたものである」

　Vivecは第一の宝石に口付けをしてから言った。
　「動物の像、無礼なるwalkerよ。水と店の中で照らされてあるランプに帰れ。無価値の騒音である伝言は止しにせよ。下がれ」

　Vivecは第二の宝石に口付けをしてから言った。
　「まもなく四散する誇り高き残留物、それは私の前なる像に於いて成される保証を供給しない、その下なる肌に対して何物も要求しない。私は永久に主人である。下がれ」

　Vivecは真珠に口付けをしてから言った。
　「私は汝らを下がらせる」

　それから、Vivecは隠された場所に退くと、Morag Tongの最も暗い母親たちを見出した。そして、彼女たち全てを妻にすると、夏の塩〔本文はsummer salt。宙返りsummersaultとの語呂合わせか？〕の味がする埃なき忠誠心で以って彼女たちを満たした。黒き女王となった彼女たちは、百の残忍なる子供・千の残忍なる武器・十万の残忍なる手を伴って金切り声を上げて生きており、路地・宮殿・工房・都市・隠された広間に於ける刺殺の笑い声という、動いて行く巨大なる一個の出来事であった。Ra’athimの財産を保持しながらの彼女たちの動きは、さざ波の立てられた終焉として、時代の中で波打ちながら、飲み込まれたナイフ・呻きながらの殺人・濡れた死に於ける神の神聖なる陵辱の削除に通ずる全ての宿命を伴うものであった。

暗殺者の王は、Vivecに対して＜森の宝剣＞を差し出した。
　「御前」暗殺者の王は言った。「加えて、いまや＜Mora家＞の王子は貴方を思慕しています。私は彼を＜Dagonの頂点＞〔Corner of Dagon〕に位置させます。彼の目は、それを邪悪なるものに対する焔の祈祷の中に置きます。彼の口は、それを鳥で以って塞ぎます」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Three」

「Vivec三十六説教」第二十三説教

　剣の聖典。
　第一に、

　「剣、繊細なる食事として扱われる＜象徴的コラージュ＞〔Symbolic Collage〕である。それは、前半生に於いて汝らに良く仕える。一振りの剣に、これを知らない王家の名前を付けよ」

　第二に、
　「私の手法に於ける一貫性は、不動の戦士によって理解される。真なる両目は具えられている。私自身の臣民と領土として歓喜せよ。私は汝らに剣の街を建立しよう。それによって、そこで更に良い姿へと生きる人々を切るような法律を与えよう」

　第三に、

　「もしも私が鎧われているならば、私の到着に際して、婦女子は自身のドレスを燃やす。彼女たちは、血を流す巡礼者のように私の方へと這う。小さな魂は跡形も無く死ぬ。もしも汝の日々を殺害で以って印を付けることになるのならば、ALMSIVIの全てである私に従え。AE ALTADOON、それは兵器に関する第三の法則である」

　第四に、

　「不動の戦士は決して疲労しない。力強さを取り戻すために、彼は戦の中心に於ける眠りの穴を断ち切る」

　第五に、

　「本能は反射行動ではなく、将来のために予備された小奇跡である。私は、何れの戦士が出現するかを決定する幸福である。幸運のために乞うてはならない。勝利のために私に仕えよ」

　第六に、

　「明白に不活性なる期間は、絶対者に関する汝らの愛である。netchimanの妻からの神の誕生は、愛に由来する親切心の流産である」
　第七に、

　「真なる剣は世代の鎖を、言わば、汝らの敵に関する創造神話を断ち切ることが可能である。私を追放された庭として見做せ。他の全ては、刈られていない雑草である」

　第八に、

　「第二の歩道によって踏み固められた古代の道を、私は汝らに与えよう。その古代の道と同等に広い如何なる剣も扱えるように、汝らの手は大きくなければならない。そして、依然として、正当なる像から成る彼は一本の棒切れによって太陽を苛立たせるかも知れない」

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Four」

「Vivec三十六説教」第二十四説教

　そして、Vivecは暗殺者たちの家を去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜大連山＞〔Horde Mountain〕と呼ばれる第三の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。それは、自由に活動するがパターンに従って配置されているモジュール〔コンピュータ工学に於ける基準尺度／基本単位〕の戦士たちと一人の高位の戦士とから成っていた。その一人の高位の戦士は、戦士たちが彼の下に広げる雲を断ち切ることが可能であった。そして、その雲とは、一本の樹のようであり、底の円が灰の中を駆ける軍隊であるスカートのようであった。Vivecは彼の子供の円錐形を賞賛して、歓喜と共に、前世の日々の間に於いて彼に教えた戦闘体勢の旋風を思い出していた。
　VivecはVelothに赴いて言った。「これは重荷である」

　しかし、その魔物と剣を交えることが可能である以前に、三組の下位家系が＜大連山＞を罠に掛けて、疑わしい独断という網の中へと閉じ込めてしまった。自身の主君に会って、そのVelothたちは元気付いた。
　「我々は貴方に仕えて勝利を得られて幸福であります」彼らは言った。
　Vivecは自分を取り囲む勇敢なる魂たちに微笑すると、祝福の悪魔を召喚して彼ら勝利者たちを切り裂かせた。そこには、網に捕らわれた魔物に対する愛と義務の偉大なる表示が存在していた。そして、Vivecは一対の骨から成る頭飾りを着けて中心に立っていた。彼は笑って神秘的な冗談を言うと、それら三組の家系の首長たちを結婚させて新たなる集団と成さしめた。
　「いまや、汝らは永久に私のBuoyant Armigers〔Dunmer教会の擁する宗教兵団の一つ〕であるだろう」彼は言った。
　それから、VivecはMuatraによって＜大連山＞を突き刺して、それを骨入りの大きな袋に変えてしまった。彼の右手が触れることによって網は正当なる聖典となり、その骨入りの大きな袋の全てを彼は北東に投げてしまった。その内容物は砂糖のように白熱して広がり、その下をVivecとBuoyant Armigersは笑いながら駆けて行った。

　遂に＜大連山＞の骨は地面に落ちると、それは、Vivecが自身の神秘的な印に因んで名前を付けた＜剣の都＞〔City of Swords〕の礎石となった。そして、その骨を跨ぐようにして網は落ちて来て、すなわち、骨の間に掛かる橋となったのである。その橋の弧が彼の聖なる智慧によって触れられて以来、その弧は、既知の世界に於ける如何なる街の通りにも増して完全となったのである。
　新たなる街にVeloth人の群集は遣って来て、その街に対してAyemとSehtは祝福を与えた。その路地は、笑い声と愛と、そして樹の形をしている敵の子供達の力強さとによって満ちていた。
　Ayemは言った。
「私の姉妹兄弟の都に対して、Indoril家の聖なる守護を与えよう。彼らIndoril家は、そこからHortatorが訪れたところの天空の下に於いて、権力と王座は同等でないことを知っているような者達である」
　「私の姉妹兄弟の都に対して、いまだMolag Balの残されている暗い片隅を通る安全な通路を与えよう。それに加えて、SO-T-HA SILという呪文、すなわち力強さに対する私の名前を与えよう。人々の移動が目的に沿うものであり、文明という神秘の小道を伴って全ての本道と路地を満たさない限りは、その呪文は喪失を守ってくれるだろう。そして、その呪文は、街に対して心を与えるものであり、ALMSIVIの充分なる凝縮物に満ちる水路へと街を変えるものであるだろう」
　かくして、Resdayniaの日々に於いて、Vivecという都市は設立されたのである。

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注　Qwerty：この説教は都市Vivecの設立を語っている。この説教は、ゲーム内の物語とは上手く合致しない。つまり、ゲームは、Vvardenfellは寺院の支配下に在って第三時代の間の何時かまでに入植は終えられていた、と言明しているのである。しかし、これを全くの矛盾であると言う積もりは無い。結局のところ、神Vivecは、寺院による非難を尊重する必要は無いのである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Five」

「Vivec三十六説教」第二十五説教

　都の聖典。

「『全ての都は頑健なる光より生まれる。私の都も、彼の都も、そうである。
『しかし、それから光は引いて、明るくも恐ろしいVelothの天使を暴き立てた。彼の姿形は怪物以前であり、悪魔のVEHKであり、陰鬱にして青白くも美しく、鳥のような骨の上に薄く痛ましく広げられた皮の、羽の生えた蛇を腕に巻きつかせているものである。翼は背後に広げられ、その翼の赤と黄は陽の中で剃刀のように絶える。僅かばかりに集まっている火の如き髪は水中に在るかのように浮かんでおり、その頭頂からは乳白色の後光が差している。彼の影響力は否定できないものであり、あまりにも多くの畏敬の念が育まれていった。
　『他のものとは異なり、これは神の都である。諸外国に由来する諸々の都は、私に対して敬意を支払わせるために、それらの住人たちを眠らせて＜星の損なわれし東方＞へと歩かせた。永劫の氷によってパリパリに凍り付いた北方の人々の首都は、都であるVivecと私であるVivecとの前に於いて御辞儀をしたのである。
　『＜自己に関する想念＞通りはトンネルの血液を通じて走っている。私は自身を組み立て直した。私の交通腕に沿って位置する素晴らしい目の在る道標は、まもなく内海となるものである。快楽に関する一枚岩の器械のように私が立ち上がる様子を見るために集まって来た全てと共に、私の体は悠然と進んで行く。私の背骨は、私という都に通ずる主道である。数え切れぬ程の取引が静脈とキャットウォーク〔狭く細い道〕に位置しており、人々は方々を歩き回りに歩き回りて、そして私に付け加わる。頭蓋骨の空洞に沿って寺院は建立されており、それらを私は絶えず王冠として身に着けているだろう。神の唇を跨いで歩け。
　『人々は私に新たなる扉を付け加えて、往来と市場での大股歩きの熱気を伴って、私は努力も無しに超越的不滅となる。その市場では、私は取引をする、子供達を怒鳴り付ける、そして、人々が遊んだり嘲り笑ったり楽しんだり欲したり、片面ずつに私の顔と都の姿が新しく鋳造された地元の硬貨で以って支払ったりする様子を聞くのである。私は新たなる窓の各々を注視する。まもなく、私は百万の目を有する虫となるのである。
『赤く火花を散らす戦トランペットの音色は、よろよろと歩く胸郭に於ける牛のように聞こえる。異教徒たちは、広場の膝で処刑される。丘に、発疹のように立ち並ぶ家々に、私は殺到する。しかし、私は決して傷を付けない。都は狩猟に対する解毒剤である。

　『自身の空洞を灯すために私はカンテラを掲げる、私の名前を何度も生み出す幾千もの燭台に蝋を貸し与える、その無数なる名前はマントラと司祭とを取り囲んで、神の都は、名付ける名前によって全頂点を満たして、車輪が付けられて、旋回して、一対の足音を伴う川の言語の忍び笑いを走らせて、売却して、窃盗して、探求して、そして、汝ら、私と共に歩む者達に不安は存しない。これは、PSJJJ、すなわち卵・イメージ・人・神・都・言明の契約である。私は仕えて、そして仕えられる。私は針金・ステアリング・モルタルから構成されている。そして、私は自身の慣例に、私なしの世界に、従うものである」

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Six」

「Vivec三十六説教」第二十六説教

　そして、Vivecは建築の歓喜を去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜ポケットの秘密結社＞〔Pocket Cabal〕と呼ばれる第四の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。

　その魔物は、極東に住むChimerの偉大なる魔術師たち〔※１〕の呪文リストの内に自身を隠してあった。その極東では、野生の＜皇帝の日傘＞〔※２〕が繁殖していた。Vivecは単なる旅行者に変装したが、その魔術師たちが彼を発見できるように、微妙な感覚構造を発散させていた。Muatraは、それを単なる歩く小人に変えておいた。
　まもなく、東方の図書館の内に不可視の何者かは在って、＜ポケットの秘密結社＞の本質的な諸々の言葉を、魔法の失敗する時には走り出すような彼の歩く小人に与え食べさせていた。その窃盗の一年か二年の後に、Muatraは腹痛を起こして、歩く小人は魔術師の塔に在る奴隷小屋の傍で爆発を起こした。そして、＜ポケットの秘密結社＞は奴隷たちの口の中に滑り落ちると、再び姿を隠してしまった。
　それから、奴隷たちが泡を吹き出して魔法を打ち破るのをVivecは眺めていた。彼らは自身の檻をガタガタと揺らしながら、禁じられた秘密の知識を形作るような賛美歌の半分を歌い出した。連祷〔司祭の唱える祈祷に対して民衆が唱和する形式〕の悪鬼たちが姿を現すと、度を越して飲んだ。＜近傍の宮殿＞〔Adjacent Palace〕からの＜捕える者たち＞〔Grabbers〕は横から世界へと遣って来て、奴隷たちは喋りながら通常の基本的ではない方位を打ち壊した。
　そして、当然ながら、東方の最も偉大なる魔術師を内に孕む巨大な虫が姿を現した。その魔術師は過去のVivecによる変装を見破って戦詩人の神性を知っていたが、彼は自身を充分に強大であると考えて厳しく声を上げた。
　「自身の仕出かしたことを知るがよい、愚かなる三位一体よ！　無意味なる諸々の円柱と連祷の悪鬼たちよ！　如何にして理性もしくは節制が再び完全と成され得るのか、それを私は信じられない。汝の食べて食べて食べ尽くすようなことによって如何にして成され得るのか！　更なる悪魔たちと付き合ってみないだろうか、どうだろうか？」

　Vivecは、その魔術師の魂まで貫き通した。
　その巨大な虫に着けられた革帯は奴隷たちの檻の上に落ちて、彼らは自由に向こう見ずに走り回った。それは、意味深長なる言葉を更に伴う程に向こう見ずであった。大地に湾曲している色彩。その全てを収めるために、Vivecはドーム型の頭の悪魔を創り出した。
　「それ故に、ここに＜ポケットの秘密結社＞は永久に葬られている。これを、黒魔術の打ち破られて有害である呪われた大地とせよ」
　それから、彼は髭によってMuatraを拾い上げると、ドーム型の頭の悪魔の霊的半球体を後に残した。その内部に誤謬を含むような警告と入場の歌を、その霊的半球体の端にVivecは置いた。半ば死にかけたMuatraの見せかけの骨によって、彼は要塞理論に関するテントの支柱を創り出した。そして、運命的なる言語は永遠に投獄されているのであった。
　Sehtが姿を現して、彼の兄弟姉妹の創り出したものを見て取った。＜時計仕掛けの国王＞は言った。「八匹の魔物の内で、これは最も混乱させるものである。私が取っておいて良いだろうか」
　Vivecは、そのようにするにSehtに任せた。しかし、決して中心世界に解き放ってはならないと命じた。彼は言った。
「この旅に於いて、私は秘密を隠した。そして、愚者を寄せ付けないように、Muatraの紛い物を作り出した。このドームの下では、もはや、現世の神話は人間ではない」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　Telvanni家。

　※２　巨大なマッシュルーム。見たことは無いだろうけれど。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Seven」

「Vivec三十六説教」第二十七説教

　言葉の聖典。
　第一に、

　「全ての言語は肉を基礎としている。ソフィストに汝を嘲笑させること勿れ」

　第二に、

　「第三の遊歩道は、恐怖を伴わないヒステリーを調査するものである。狂人の努力は、もしも記述されるならば、それ自身が一つの社会である。たとえ矛盾に陥るとしても、賢者は一つの法を他の法によって代用するかも知れない。そして、ある方法に於いて未だ自分は仕事を為しているのである、そのように彼は言うかも知れない。これは発話について真であり、そして、全ての聖典について言えることである」

　第三に、

　「赦免のために謝罪の領域に行ってはならない。表現できない程に、そこに過失は存在しない。＜捕える者たち＞の住む＜近傍の宮殿＞は、口頭の幻想もしくは思想の中心領域である。それによって、私は建設されることを意味する。こうして、如何なる角度から見ても完璧であるような＜厳密性の長官＞の確実性を盗み出したのである。汝が声から出て来る時には、決して確実では在り得ないのである」

　第四に、
　「仕事の最も真なる肉体は、静寂から作られるものである。すなわち、言及の無いところから結果するような静寂に於けるものである。この言葉によって、私は死を意味するものである」

　第五に、
　「最初の意味は常に隠されている」

　第六に、

　「謝罪の領域は完全性であり、それに対する攻撃は不可能である。従って、それを賢者は回避する。統一している三位一体は、世界であり行為の言葉である。すなわち、第三の遊歩道である」

　第七に、

　「自身の最上なる格言を隠しておく賢者は、すなわち、自身の両手を切り落とすものである。何故なら、彼は盗賊であるからだ」

　第八に、

　「破れた地図から出来ている服は、愚者と異教徒のみが身に纏うものである。その地図は怠惰に向かう出口である。それは埃に塗れた舌であり、言うなれば、ほとんどの人々が完璧な物語と捉えるような一定の海図である。如何なる言葉も、それが食べられるまでは真ではないのである」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Eight」

「Vivec三十六説教」第二十八説教

　そして、VivecはSehtにドーム型の頭の悪魔の世話を任せると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜赤き男＞〔Ruddy Man〕と呼ばれる第五の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。

　Dreughたちが世界を支配していた折には、DaedrothであるMolag Bal王子が彼らの長であった。その当時には彼の姿形は異なっており、棘だらけで鎧われていて海の生活に適合していた。婚姻により数多の子供たちを産み出していたVivecは、Molag Balの古い観念を世界に落とした。すなわち、記憶の死せる甲殻である。それは、魔物とはならなかったであろう。もしもVelothの子供が、それを着込んで彼の村に感銘を与えようと欲しなかったならば。
　＜赤き男＞は、八匹の魔物の内で、最も複雑ではなかった。彼は、それを着込んだ者を強力な殺人鬼とするものであり、それ以上の何者でもなかった。彼は物理的に存在していた。地理のみが彼を特別にするのである。その男の子の村、後のGnisisの付近でVivecが彼を見付けた時には、そこでは激しく武器の打ち合わされる争いが在って、地面もまた大きく盛り上がっていた。彼らの戦闘が＜西方の割れ目＞〔West Gash〕を作り上げたのである。その場所に向かおうと未だ彷徨っていた人々は、このような音を絶えず聞いていた。すなわち、甲殻に振り下ろされる剣戟、神の唸り声、その神の子供である魔物の足が粉々に折れていく音である。
　勝利の後に、Vivecは＜赤き男＞の抜け殻を、彼自身の母親を変性させたDreughたちに渡した。その彼女の名前を綴ることが容易ではないDreughたちの女王は、自己孵化の期間に在った。彼女の番人はVivecからの贈物を受け取ると、それを表面世界から守るように約束した。これが、虚言者であるDreughたちの、その最初の話であった。
　十年の内に、＜赤き男＞は再び姿を現したのである。今度はTearの付近、＜災厄家＞に従う強情な呪術師に着られていた。抜け殻を守る代わりに、その生ける鎧をDreughたちは神話の頑迷で以って染め上げたのである。その呪術師を技術で飾り立てると直ぐに、それは脱皮をして彼〔呪術師〕の骨を五点の頂点に広げた。
　その魔物と戦闘に於いて再会したVivecが見たのは、それが三つの村の残骸を足元に滴らせている様であった。彼は偉大なる姿形の様相を帯びると、＜象徴的コラージュ＞によって＜赤き男＞を打ち倒した。それ以来もはや海のAltmerを信用しなくなったVivecは、その魔物の甲殻を敬虔かつ忠実なる神秘家である＜数の部屋＞〔Number Room〕に与えた。彼は彼らに言った。「汝らは、その＜赤き男＞を哲学者の鎧としてよい」
　神秘家たちは賢者の一人を甲殻の中に包み入れ始めて、二つの超計算による一連のその繁殖は、ホルモン的に背丈のあり他の人々が彼の腕の下に在るような存在を作り上げた。彼らは互いに甲殻の周囲を走り回ると、十二と十三の間に在る、今は無用になった数の死骸から作られた聖なる樹脂を、その存在に薄く伸ばして塗った。すぐさま、その賢者が息を出来るように、黄金の藁が神秘家の表皮を通して刺し込まれた。儀式的エッチングが硬化樹脂・死者の名前の長いリスト・Chimerの口中に解答の発見された方程式の中に引き入れられた後に、明るくも恐ろしいVivecの爪によって刻まれた照明が訪れた。指の先端から流れる焼き焦がす液体が、儀式的エッチングによる溝を満たした。これより後に永久に神学者が解読を続けるだろう賢者の甲殻の、その周囲を巡る脈状の図柄へと彼らは血を流したのである。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Twenty-Nine」

「Vivec三十六説教」第二十九説教

　数の聖典。

1． 竜の破壊、あるいは塔。１
2． 鏡像異性体。６８
3． 不可視の門、ALMSIVI。１１２
4． ＜災厄家＞の頂点。２４２
5． 世界の頂点。１００

6． 遊歩道。２６６

7． 中心に在る剣。３９
8． 車輪、あるいは八匹の与える者たち。４８４
9． 欠如。１１
10． Altmerの部族。１４０

11． 主人の数。１０２
12． 天上。３７９

13． 蛇。３６。

14． 王の咳。３２

15． 救世軍。１１０
16． 好ましい冒涜。１２
17． 投擲円盤。２８３

18． 卵、あるいは六度の方法。
19． ＜仮住まい＞。２５８
20． 月の格子。４２５

21． 子宮。１３
22． 不知。４５３

23． 虚ろな予言者。５４
24． 星の傷。４４

25． 皇帝。２３９

26． 悪漢の飛行機。８１
27． 秘密の焔。１２０
28． 消されたランプ。８

29． 囚われの賢者。２１７

30． スカラベ。１０
31． 聴覚機構。４７３

32． 偽なる呼び声。７

33． 予期。２３４
34． 無規則の文法。２

35． 監獄のシャツ。１９１
36． 時。３６４
　「聾の目撃者という存在、これこそ、数であるようなものである。自身の神格に対する最後の追憶として、彼らはAurbisに耳を傾けるのである。数の肖像は、現在の彼らの適用である。すなわち、上述のように、これは愚行である。象徴に書き添えられるべきは、余りにも非常に明白である」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

訳注　鏡像異性体とは、有機化合物の合成に際して通常は生成される、構造は同一であるが性質は相違するような二種の化学物質。鏡像異性体である化学物質は、一方が薬効を、他方が毒性を有していることも在る。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty」

「Vivec三十六説教」第三十説教

　そして、Vivecは＜数の部屋＞の神秘家たちの下を立ち去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜都の顔＞〔City-Face〕と呼ばれる第六の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。それを見付けられずに、Vivecは苛立っていた。そして、怒りを隠したままに＜悲嘆の避難所＞に戻って来ると、高位の命令について尋ねてきた神秘家を殺してしまった。
　これを目撃したHortatorであるNerevarは言った。「御前、どうして、そのように為されるのですか。神秘家たちは、貴方に導きを期待しているのです。貴方の寺院を建設するために、彼らは立派に石を敷いてくれたものです」
　Vivecは言った。「誰も私のことは分からない」

　Hortatorは頷いて書斎に引き返してしまった。
　ここで、如何にして＜都の顔＞の顔は自身の母父親から姿を隠していたのか。すなわち、それはHa-Noteという名前の下に生まれて、剥き出しの力の衝動であり、群集の脈拍に調節された秘密の風の神経であったのである。それは村々の内部に在る基礎を見つけ出して繁殖すると、根付いた不明瞭なる占星術の心の内に文化の星図を見出した。そして、この反響は、それ自身の頭に眩暈を引き起こすものであった。気付かれずに成長を続けながらも、Ha-Noteは＜近傍の宮殿＞へと横に移って行った。中心世界に於いて存在の知られている三十の感情よりも更に興味の尽きない、その新たなる不滅の感情に、それは言葉も無く打ち震えていた。＜都の顔＞が酷く郷愁に駆られていた折に、それを＜捕える者たち＞は捕えた。
　＜捕える者たち＞は言った。「孤独に対する新たなる感情は、狂気としてのみ現れるものである。これは過ぎ去った。もはや、それは我々のものである」

　＜捕える者たち＞は彼ら自身の都を持っておらず、全天体を通じて聖性を輝かせるVivecの都を一瞥すると、それは彼らの注意を惹いた。「この理由の下に、羨望により引き伸ばされた、敗北に於いて隠された、その我々の王国の中へとVehkの問題は滑り込んで来たのである。その顔の上に、我々は、我々のものである塔の希望を建設しよう」
　Resdayniaに於いて、いまや数多の年月が過ぎ去って行った。そして、Dwemerの高位の司祭たちは、Vivecと同様であるような、＜捕える者たち＞の新たなるHa-Noteと同様であるような、そのような何物かを建設していたのである。非常に増長して馬鹿げた言葉を吐いているDwemerの一軍との戦闘に従事していたHortatorは、そして、Ayemの孤児軍団の援助を借りて彼らを殲滅することに貢献したのである。Vivecに戦利品を与えんと帰還した彼は、そこで主君が＜都の顔＞の攻撃に曝されているのを見て取った。その魔物は次のように述べていた。
　「さあ、我々は汝の都を取り換えてしまおう、VehkとVehkよ。更に知られている感情の場所から、我々は遣って来た。そして、その感情によって、我々の市民は死んでしまった。二つの事柄を迎えるために我々は訪れたけれど、しかし、唯一の事柄のためにしか我々は留まれない。我々の文化の誤謬を正すよう汝に請うか、それとも、単純に武力によって汝のものを奪ってしまうか。後者こそ、最も容易である。そのように、我々は考えるものである」

　Vivecは嘆息してみせた。
　「汝らは私の支配を取り換えるだろう」彼は言った。「長らく汝を殺そうとしていたけれど、これには飽き飽きしている。Resdayniaは蝕まれてしまった。そして、未知の事柄に関する、想像上の更なる類推のための時間も、私には残されていない。さあ、これを取れ」
　そこで、彼は＜都の顔＞の塔の希望に触れると、＜捕える者たち＞の誤謬を正してしまった。
　「そして、これも」
　そこで、適切なる商業の短剣である、いわゆるRKHT AI AE ALTADOON AIである＜エートスのナイフ＞〔Ethos Knife〕によって＜都の顔＞の心臓を刺し貫いたのである。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注　エートスとは、習慣により獲得される持続的性格。気質。特性。一時的な感情であるパトスと対比される。また、アリストテレスは音楽により獲得されるエートスを魂の修養に適用、マックス・ウェーバーはプロテスタンティズムの教理により獲得されるエートスによる経済的発展を指摘している。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-One」

「Vivec三十六説教」第三十一説教

　Resdayniaに於いて更に数多の年月が過ぎ去って、Dwemerの高位の司祭たちは、Velothの統治者たちに対して戦争を仕掛ける用意をほぼ終えていた。この期間の間に、HortatorはAyemの夫に、そして三位一体の道に於ける最初の聖人になっていた。自身の息子と娘との戦いに倦んでいたVivecは、彼らを見付け出す仕事に小休止を取っていた。
　Hortatorは彼の妻に言った。「私の教師であるVivecは何処に居らっしゃるのですか。彼は冷淡となってしまったけれど、私は未だに彼を愛しているのです。彼の悲嘆――そのように呼んでもよいのならば――は、全大地の肌を変えて〔※１〕しまったのです。近頃では、Velothの何処にも、ほとんど彼の姿が見付かりません。それ故に、民衆は暗澹たる気分を抱えているのです」

　そして、その悩める夫に対して、Ayemは慈悲を投げ掛けて言った。下級の魔物たちが真鍮製の包囲攻撃器械を作動させるようにDwemerに扇動されて、その魔物たちと三位一体の剣は戦っているのである、と。彼女はHortatorを自身の内に置き入れると、彼の主人が何処に居るのかを見せてやった。
ALMSIVI、少なくともVivecであることを選択している側面は、＜西方の割れ目＞の＜フルートと管楽器のオーガ＞〔Flute-and-Pipe Ogres〕〔※２〕との戦闘の後に、＜誤謬の寺院＞に在る＜連祷の広間＞〔Litany Hall〕に於いて座っていた。再び、彼は＜時の書＞を書き記し始めた。第一に、彼は＜水の顔＞を身に着けなければならなかった。そうして、＜新性＞〔New〕の青から＜古寺院＞〔Old Temple〕の青銅を引き離して〔※３〕、幸福の内に記述することが可能であった。第二に、もう一本の羽毛を＜大なる月＞〔Big Moon〕から手に入れて、更に、それを殺さねばならなかった。そうして、死すべき人間たちについて真理によって記述することが可能であった。第三に、濡れた聖典によって彼の類似者であるMephalaを結び付けるために、Molag Balとの婚姻を強いられた＜ザクロの祝宴＞を思い起こした。そして、黒き手によって記述した。彼は次のように書き記していた。
　彼〔Molag Balであろう〕の声を聞いた最後の時に、苛立ちの微かな兆候を見せながらも、自身を支配すること、他人の意志に服従すること、それらを私は学んだのである。その後に、敢えて聖火を引き受けて、そしてET’ADHを伴う平衡は存在しないことを悟ったのである。彼ら他人は虚言者であり、失われた根底であった。そして、私に可能である事柄のほとんどは、分別の在る者への通訳者となることである。それにも関わらず、民衆の必要とするものは欠けている。私は慈悲の席に座って、判断と、起床している状態と、本能的欲求の側面とを保留しているのである。この本、水中で記された、邪悪を含むために広げられた、その本に於いてのみ私は懐疑が可能となるのである。
　それから、（一般の読者のために）この一節を覆うためにインクを投げ付けると、その代わりに次のように書き記した。
　武装を解いて、最後の風景に於いて、黒く塗り潰された紙の内に私を見出せ。真理は、私の夫のようなものである。すなわち、粉砕するように命令される、手順と雑音に満たされる、打ち付けるような、重苦しい、概要的にされる重荷であり、棍棒によってのみ習得される教えであるのだ。それから、私の声を聞く者達に対して、彼らを保護されるようにせよ、そして、その内の幾人かを痛打による灰の中に死なせるようにせよ。彼〔Vivec〕を見出す者に対して、彼が照明により殺されるのを、彼が反逆の家系のように拳固で打たれるのを、それらを見出すようにせよ。何故なら、もしも時が黄金であるならば、秘密の法典である私は不滅となるからである。私は＜審判の太鼓＞〔Doom Drum〕の関係者であり、真理を伴って反響する王冠を身に着けるために、中心世界に住む全存在より選び出された者である。そして、私は台無しにする救世主である。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注　Qwerty：この説教では、明白に、＜Red Mountainの戦＞の後まで普通の知識では明らかにはなっていなかったことについて言及されている。
　※１　これは明白に場違いの記述である。最も信頼できる説明によれば、＜Red Mountainの戦＞の後にのみ、Chimerの肌は青白い灰色になったのである。
　※２　多分に＜高位の酔夢者＞〔Ascended Sleepers〕のように思われる。これらもまたDagoth-Urの創造によるものであるが、さして長くは活動していなかったようである。
　※３　これは、Dunmerになった経緯と比較して、Chimerの黄色い肌に言及するものである。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-Two」

「Vivec三十六説教」第三十二説教

　棍棒の聖典。
　第一に、

　「破滅の悦楽とは、非現実への消失の悦楽である。眠れる世界に挑む者は誰しも、この運動に於ける会員の身分を求めるだろう。槌によって、私は＜偶蹄の二重性＞〔Cloven Duality〕の疎外を非難するものである」

　第二に、

　「死すべき存在であることに対する罰として、私から教えを受け取れ。泥から作られるということは、そういうものとして汝らの看守によって扱われることである。これは、Daedraの鍵であり錠である。どうして、彼らが譲歩を逃れたと汝らは考えるのだろうか」

　第三に、

　「Veloth、汝らの肌は、意味深長なる暗黒の色となってしまった。これを私は養い育てた。汝らに対して打ち身の色になるようBoethiahが頼んだことを、それを覚えていよ。核心へと動いて行く人々に対して、苦痛による他に、如何にして汝ら自身を示せばよいだろうか」

　第四に、

　「鉄床〔かなとこ〕ではない賢者、すなわち平凡なる文章でしかないもの。それによって、死を、すなわち第四の遊歩道を私は意味するものである」
　第五に、

　「美徳に関する適切なる理解、すなわち被管理の段階と被殺害」

　第六に、

　「終わりに、太鼓を打ち据える苦痛から解放された、しかし自身の傷を味わうような人質のように喜べ。その太鼓は壊れて、それがスズメバチの巣穴であることを汝らは見出す。すなわち、言うなれば、汝らの眠りは終わるのである」

　第七に、

　「疑念は壮観である、そして、虚言は神学的霊感に過ぎない」

　第八に、

　「しかし、それならば何故に、そのように汝らは尋ねる。何故にDaedraはAurbisに対して干渉せんと願うのか、と。それは、彼らが徹底的な批評であり、全ての殉教者のように本質的であるからだ。その幾らかは、非幻影に於ける他の者よりも邪悪である。より正確に言うならば、それは必然的な幻影である」

ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-Three」

「Vivec三十六説教」第三十三説教

　そして、Vivecは、粉砕の光に関する聖典の創造を非常に長らく熟考していた、その場所である＜誤謬の寺院＞の＜連祷の広間＞を立ち去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。＜嘘の岩＞〔Lie Rock〕と呼ばれる第七の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いていた。
　＜嘘の岩＞はVivecの＜第二の穴＞〔Second Aperture〕から生まれて、忘れ去られてしまったギルドである＜掃除夫＞〔Sweeps〕の一員によって＜ザクロの祝宴＞から投げ出されていた。その一員は、それが現にそうであるような魔物とは考えずに、そして、それが自身の手から天空に飛んで行くだろうことも予期していなかったのである。
　「永遠に異なってあるべきだった黄金の智慧と力とから、それらから私は生まれたものである！　この本性によって、私は＜隠された天空＞〔Hidden Heaven〕に招待されるのである」
　それによって、十三個の非星から作られた＜鱗のある外衣＞〔Scaled Blanket〕〔※１〕を彼は意味したのである。＜嘘の岩＞は愚昧に満たされて、全人類の信仰に身を隠す＜虚ろなる幽霊＞〔Void Ghost〕と言い争った。＜虚ろなる幽霊＞は言った。
　「百年間きっちり、私と共に居よ。さすれば、神格も敢えて服従するような力を汝に与えよう」

　しかし、その百年が経つ前に、＜嘘の岩＞を既に探していたVivecは彼を見つけてしまった。
　「愚かなる石よ」Vivecは言った。「＜鱗のある外衣＞に身を隠すことは、何物の上にも印を付けないことである。彼の取引は、諸王を支配するために在るに過ぎないのである！」

　そして、名付けられた斧によって＜嘘の岩＞を粉々に削るように、VivecはHortatorを天に遣わしたのである。盗賊の南極星と、戦士の北極星と、そして、太陽であるMagnusの徒弟〔※２〕によって統治されるエーテル〔雲の上の澄んだ天空〕に於いてのみ存在する第三の極星と、それらによってNerevarは平安を齎した。それら極星は、自身の教区を歩き回ることを彼に許して、そして、＜隠された天空＞に居る＜嘘の岩＞を発見できる赤の視覚を与えた。
　偶然にも、Nerevarは最初に＜虚ろなる幽霊＞に出会った。そして、Hortatorに「誤った場所に居る」と言うのに対して「私であるか、汝であるか」と尋ねる彼に、＜虚ろなる幽霊＞は「両方である」と言った。この説教は、これらの主人の間で言われたことの他には何も教えないものである。
　しかしながら、＜嘘の岩＞は、都の神であるVivecに対する攻撃を仕掛けるために混乱を用いた。直ぐに彼に立ち去って欲しいと考えている黒き守護者の三者すべてから、彼は急き立てられていたのである。彼ら守護者は、中空の主君に対する敵意を意図してはいなかったけれど。
　地獄に在る死者の道のように空の穴から降って来る一個の流星を見て、Vivecの市民たちは叫んだものである。しかし、Vivecは単に手を挙げてみせると、街の直上にて＜嘘の岩＞を凍り付かせて、そしてMuatraにより魔物を刺し貫いたのである。
　（＜第二の穴＞に対する刺し貫きの実践は、現在では禁じられている）。
　Nerevarが戻って来た時には、主君の都の上にて隕石が凍り付いているのを彼は見て取った。それを取り去ることをVivecは欲しているのかどうか、彼は尋ねた。
　「浅慮なるHortatorよ、そのように欲するならば、それを独力で私は為したであろう。その最後の意図をそのままに、それを其処に保っておこう。もしも私に対するこの都の人々の愛が永遠に消え去ったならば、彼らを破壊せんとする力が取り戻されるように」
　Nerevarは言った。「愛は、貴方の御意志の下に在るのみです」

　Vivecは微笑むと、彼は＜真理の大臣＞〔Minister of Truth〕になったのである、そのようにNerevarに言った。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注　Qwerty：この説教は、Tamrielに於ける天文学と星座の物語とに関して重大である。TESAすなわちRedguardについて知りたいと願うかも知れない。何故なら、そこでは、天文学が物語の鍵となっているからである。例えば、守護者の星座と管理者の星座とについて知るようになれるのである。説明の記事は、ここTIL〔「The Imperial Library」〕に時期を見て記載するかも知れない。ところで、この説教は、如何にして＜真理の大臣＞がVivecの街の中空に現れたかを物語るものである！
　※１　蛇の星座。
　※２　魔術師の星座。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-Four」

「Vivec三十六説教」第三十四説教

そして、Vivecは、＜真理の大臣＞の下を立ち去ると、空間ならざる空間に立ち戻った。GULGA MOR JIL……〔※１〕と呼ばれる最後にして最強なる第八の魔物を見付けるために、彼は＜仮住まい＞から中心世界を覗いてみた。賢者は、この力の糸を何処かに捜さねばならないのである。
Vivecは自身の横にHortatorを呼び付けて、これが、Nerevarが初めて＜仮住まい＞を訪れた時であった。彼は、Vivecが数多の年月に於いて見てきたヴィジョンを共有した。すなわち、双頭の君臨王のヴィジョンである。
「あれは誰でしょうか」彼は訝しんだ。
Vivecは言った。「征服の赤き宝石である」
Nerevarは、きっと恐怖のためであろう、主君の答えに苛立った。「どうして、いつも貴方は誤魔化してばかり居らっしゃるのですか」
VivecはHortatorに言った。違った風に振舞うならば、それは自身の本性を裏切ることになってしまう、と。
二人は連れ立って中心世界へと、VivecがAyemとSehtに見出された村の付近へと向かった。そこに第八の魔物は居たけれど、さして魔物らしい振る舞いはしていなかった。彼は海に足を浸して座り込むと、苦悩の表情を顔に張り付かせていたのである。自身の母父親の姿を認めると、どうして死んでoblivion界に戻らねばならないのか、そのように問うた。
Vivecは第八の魔物に言った。違った風に振舞うならば、それは自身の本性を裏切ることになってしまう、と。これが第八の魔物を満足させなかったようであるので、それでもAyemの慈悲の手触れを持ってVivecは言った。

　「火は私のものである、汝を焼かせるままにしておけ

秘密の扉を作れ

寝室の祭壇の傍らに

Boet-hi-Ahの家に

そこで我々は安全で

そうして世話を看たのである」

　その魔物は平安そうな様子で以ってMuatraを受け入れると、その骨は、後のNarsisである＜死者の街＞〔City of the Dead〕〔※２〕の基盤となったのである。
　Nerevarは用意していた斧を仕舞うと、顔を顰めてみせた。
　「どうして」彼は言った。「私に来るように頼んだのですか。これほど簡単に第八の魔物が屈服すると知っているならば」

　長いこと、VivecはHortatorを見詰めていた。
　Nerevarは理解した。「貴方の本性を裏切らないで下さい。貴方の望むように答えて下さい」

　Vivecは言った。「ここに汝を連れて来たのは、それは、私の問題に於ける最強の存在に対して最初に慰めを与えさえすれば、彼は論議も無しにMuatraに屈服するだろうと知っていたからである」

　長いこと、NerevarはVivecを見詰めていた。
　Vivecは理解した。「言葉を言いなさい、Hortator」

　Nerevarは言った。「いまや、私は貴方の子供に於ける最強の存在です」
　この説教を読むことを、死を運命付けられた人々に対する慰撫とせよ。
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

　訳注

　※１　〔省略された部分は〕HYAET AE HOOMである。VivecとMolag Balとの婚姻による魔物たちの誕生を描写した第十二説教を見よ。
　※２　最も可能性が高いのはNecromの街である。ここから、説教の最初の方で言及されていたIndorilの地が本島に位置することは確実であることになる。
「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-Five」

「Vivec三十六説教」第三十五説教

　愛の聖典。
　「Velothの適切なる魔術の祭文は、古代の伝統に沿って続けられている。しかし、その力強さは死に絶えている。これによって、少なくとも、私は取り換えを意味するものである。真理は、その薬効の在る本質を、正義という神話の設立に負うている。同様に、その治癒する特性を犠牲という概念に負うている。姫、長、そして天使の全ても、同様の観念に寄与している。これは、第一に、暗示された冒涜・祝典に見られるもの・ナイフによる戦闘・狩猟・詩人の探求に関する多産なる廃止に基づく見解である。洞窟の白熱の日々より我々の下に訪れる機会の儀式に於いて、月の貨幣に対する気分という汝らの同一視を解き放つ以上のことを私は何も言うことが出来ない。後に――この言葉によって、更に更に後のことを意味しているのであるが――私の統治は、星の運命からの帰還であるような、星の運命の間の婚姻であるような、そのような最高位の愛による行為として見られるだろう。これによって、全ての五頂点から訪れるだろう破局を意味するものである。後続者は、希望と困惑の間に於いて変更される修正、そして、不変の周期的なる死によってのみ必要とされる状況である。宇宙時間は繰り返される。すなわち、人生の早い時期に、これを私は書いたのである。潜水の模倣は、愛の前兆であり、黄泉の国への愚行である。これによって、黄金時代に在る汝らの外部について汝らが読むだろう日を意味するものである。犠牲の概念という影であるような日に在るために、全ての歴史は私を見ることを強いられている。何故なら、すなわち、汝らは邪悪と共に愛の内に存在するからである。そのような段階に於いて力を十全に保つことは、断続的な魂と呼ばれ得るのみであるような存在を考慮に入れることである。汝らの愛を、地平線に対する防御とせよ。純なる存在は、一方の半分が畏怖を与えるような、他方の半分が無目的なる部分と保証された部分とに同等に分割されるような、そのような無数の姿形に於いて訪れる聖なる存在として認められるのみである。この世界の限界数であるところの第五番目の遊歩道以外の遊歩道によって此処に訪れる恋人は遅れて来るものである。その恋人は最高位の土地であり、一連の信念である。彼は生き写しを奪われた聖都である。耕作されていない魔物の土地は支配である。これは、ANUと彼の生き写しによって明白に証明されている。しかし、彼らの愛は、実際に何が起こったかを決して知らない。同様に、絶対的現実性の他の全ての象徴は、彼らの墓穴のために用意された古代の観念である。或いは、少なくとも、そのようなものの本質である。性交と殺人の起源であるような、それらの観念を私の介在なしに取り上げるような人々によってのみ打ち倒されるような、そのようなMephalaの法典によって、この聖典は直接的に命じられているものである。宗教的中枢は、傾向あるいは相互連関ではない。それらは、信用に足らない海と星々の制御との影響によって完全にされるような、引き裂かれる犠牲者を常に伴う剣によって中心に於いて支配されるような、そのような教条である。これは神の愛である、そして、彼は更なるものを汝らに見せるだろう。すなわち、利己的であるが同時に重大なる収穫の意志にとって有効であるような、或る者を或る者たらしめるような筋書であるような、そのような男性と女性との魔術的両性具有者である。暴力の基準に印を付けよ、さすれば、それは辛うじて現れて、原初の魂たちの間で書かれた論文によって在るがままに一時停止されるものである。これは好機として見られるべきであり決して冗長ではない。それ〔暴力の基準に印を付けること〕に相応しい存在となるよりは恋人に接吻する方が簡単であるため、ある者たちは放棄するだろうけれど。愛が相当の（測り知れない程の）努力によって満足される時のみに、これらの魂、浅薄なる財宝の洞窟、そして拡張という方法によって証言する場所に於ける会合と共に地獄は這い進むものである」
ALMSIVIで言葉は閉じられる。

「The Thirty-Six Lessons of Vivec, Sermon Thirty-Six」

「Vivec三十六説教」第三十六説教

　ALMSIVIと勇者Hortatorによる賢明にして慈悲深い統治の下でChimerとDwemerが暮らしていた当時、それはResdayniaの日々であった。しかし、愚昧となったDwemerは自身の主人に挑戦したのである。

　可動式の黄金のバリスタ〔投石器〕〔※１〕、強大なるAtronachたち、火を吐く者たち、そして殺人歌を作り出す者たちと共に、彼らは要塞から外に出て来た。彼らの王は＜小人のOrc＞〔Dwarf-Orc〕Dumacであり、しかし、彼らの高位の司祭は＜厄介者＞〔Blighter〕Kagrenac〔※２〕であった。
　山々の上にも下にもDwemerとの戦火は荒れ狂って、それから、Kagrenacを助けるために北方の人々がYsmirを引き連れて再び遣って来た〔※３〕。
　Chimerの軍勢を率いていたのは、死に絶えないだろう奴隷、すなわちHortator Nerevarであり、彼は自身の斧と＜エートスのナイフ＞とを取り換えていた。彼はRed MountainでDumacを殺害して、そして、初めて心臓の骨を見た。
　真鍮製の人々は＜悲嘆の避難所＞に在る十一の門を破壊して、そして、彼らの背後から歌曲の建築家たちが遣って来た。Ayemは着衣を投げ捨てると、一神を成す三神の一柱である＜うねり顔の女王＞となった。彼女を見上げていた人々は、星々の意味によって打ち倒された。

　海の下ではSehtが活動しており、彼は硝子と珊瑚の城で作り上げていた軍勢を率いていた。時計仕掛けのDreughたち、Dwemerの戦闘機械の模造品たち、それらは海から上がると、それらに酷似する者たち〔SehtはDwemerの機械を模造しているので、「それらに酷似する者たち」はDwemerの機械であろう〕を海の下へと引き戻した。そこで、それらは永久に海に飲み込まれるのであった。
　Sharmatを捜してHortatorが深くまで入り過ぎたために、Red Mountainは爆発してしまった。
　それから、Dwemerの高位司祭であるKagrenacは、Vivecの観念に於いて打ち建てたものを明らかにした。それは一個の歩める星であり、三位一体の軍勢を焼き焦がして、Velothの中心地域を破壊して、＜内海＞〔Inner Sea〕を創り出したものである。
　それから、ALMSIVIの各々の側面は一緒に立ち上がって一つに結合すると、世界に対して六番目の道を提示した。その星から、Ayemは焔を取り、Sehtは神秘を取り、Vehkは両足を取った。その両足とは、Molag Balの贈物と真理の方法に於ける被破壊、すなわち槌による甚大なる打ち叩きの以前に組み立てられてあったものである。これ以上にDwemerの魂が歩めなくなった時に、彼らはこの世界より取り除かれてしまった。
　Resdayniaは潰えた。全ての愚者の邪悪は救済された。ALMSIVIは＜始まりの場所＞から網を引いて来ると、Dwemerの＜疫病＞の存在を知っており、中心世界の全体を感染させることのみに役目を果たすだろうRed Mountainの灰を捕えて、そして食べてしまった。ALTADOON DUNMERI！
ALMSIVIで言葉は開かれる。Vivecとして、これを私は汝に贈ろう。
訳注　Qwerty：信じるにせよ信じないにせよ、これが＜Red Mountainの戦＞である。

※１　TESAすなわちRedguardに登場している。
　※２　しかり、今では＜疫病＞の責任者として知られている
　※３　これは、「Wulfharth王の歌」〔“Songs of King Wulfharth”〕に於けるNordの記述を裏付けるものである。
Qwerty氏は、次のような興味深い情報を提供してくれている。

　第零説教

　Qwerty氏は次のように述べている。「これは、明白な異端であるような奇妙なテクストだ。都市Vivecの本屋主人であるJobashaのハンドルネームを用いて、BethesdaのAFFA MUは、これをThe Elder Scrolls Forumに投稿したのである。恐らくMODを使わなければ、それをゲーム中に読むことは出来ない。それは『The Thirty-Six Lessons of Vivec』の補完を意図するものであり、文体は幾らか似ているものであるが、その精神は全く異なるものである」この第零説教を以下に訳出しておく。また、Michael Kirkbrideは「The Thirty-Six Lessons of Vivec」の作者と目されている人物である。
　注意：これは、Khajiitの商人であるJobasha（あるいは、AFFA MU。実際のところ、これは公式のフォーラムに投稿された、Michael Kirkbrideに対するジョークである）から提供される、奇妙でありVivecにとって不愉快であるような文章である。これは興味深く、出版するに足るものであると我々は考えている。明白に、この説教はTribunalを、とりわけVivecを大いに侮辱するものである。我々は決して、これをVvardenfellに公然と発表することは無いだろう。
　これは、他ならない第零説教の真実である。

　彼は貧乏なNetchimanとして生まれたが、妻と智慧には富んでいた。彼ら、Vehkの父と母の名前は永遠であり、それらはBerahzicとIrdriであった。
　豊富なる銀の杯、空想の剣、薄れゆく光の淑女星。妻であるBerahzicの背後から、七つの帳〔とばり〕を過ぎて彼は寺院に入ってきた。ああ、剣、偉業、そして不可避の終焉。ああ！
　彼女は彼に対して、言葉を超えて真理を尋ねた。そして、彼は言葉なく答えた。しかし、完全に付け加えてみせた。
　「死が空虚となる後に、至福を超えるものは存在しない。その時に於いてのみ、我々の愛は自由である。異彩を放つ父なるPeryiteは、それにスタンプを押して、それを収集するだろう。そして、母なるMephalaは、黒き手を抱擁して、それを窒息させるだろう。我々のような神々は、全ての子供達に対して、肉体と魂の両方に対して、林檎の種の香壷に対して、優しくあらねばならない」
　その夜に、Berahzicは子供達に名前を付けた。しかし、彼女は、その合計数を知らなかった。
　安らかなる夢、Netchimanの夢。IRDRI HLAFEM VEHK HYKRO。
　静寂は、Aedraの命令、心の空洞に吹き荒ぶ恐怖、Berahzicの笑い声。＜黒き夜空＞〔Nocturnal’s Black Skies〕、＜Peryiteの黄金結社＞〔Peryite’s Golden Order〕、＜Meridiaの緑の世代＞〔Meridia’s Green Generations〕、＜Mehrunesの赤き憤激＞〔Mehrunes’ Red Rage〕、＜Berahzicの吐息＞〔Sighs of Berahzic〕。ああ、戦闘に向けて隊伍を組む軍勢を覆うような、彼女の金剛石と三日月の血塗られた夜明け、その暗く静かな瞳はSolitudeの雪を縛り付けるものである。
　aminreaVのヴィジョンは、十億の多きである。最初と最後に目覚める者は、王たる私である。
　翌日に、NetchimanのIrdriは、妻と新たに見つけられた財宝を持って、Bthuangthuvの外れに居る小人王の下を訪れた。
　Kagrenacは、彼に三度の秘密の言葉を与えた。
　RPDXGBWGHPZBXLOdZaZeXLdCIBNGJZereZDQOPhtHVVeKVPrCSa

NYyehBtCdInMZGaJRVeRrMGZuGCCIsHTZaLVeRFOrPZPKBPtORsKI

iONhXTtPKFgHTVOnolJRVJEeZVKWQIbHVCMNnoIivFiVMlYVCBbCVV

FoDIdInWaWIrLZVeVCMmewNIdGYIeKhTNtZTVoXVDKZt
　ここに、真実の鍵は横たわっている。Vivecは低き者であり、あるいは偽なる鍵である。

　始まりに於いて言葉の在るが故に。すなわち、偉大なる猿によって喋られる。
　始まりに於いて言葉の在るが故に。すなわち、７２による３。
　始まりに於いて言葉の在るが故に。すなわち、ALMSIVI。
隠されたメッセージ

　第二十九説教に於いて、一見するならば無秩序である数字と言葉の組が列挙されている。しかし、左の数字を説教の番号として右の数字を単語の番号として言葉を集めていくならば、そこには隠されたメッセージが浮かび上がってくるのである。すなわち、「彼は神として生まれなかった。彼の運命は、この罪へと彼を導かなかった。彼は自由意志によって、この自身の道を選んだのである。彼は神性を盗んで、そしてHortatorを殺害した。これをVivecは書いたのである」である。更に、第三十六説教に於ける各段落の最初の文字を、最後の段落のものを除いて集めていくならば、そこには隠されたメッセージが浮かび上がってくるのである。すなわち、「邪悪なる殺害」である。
